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会

　頭

副
会
頭

副
会
頭

副
会
頭

前

島

　康
㈲カメブ呉服店　　代表取締役
多賀町1-13-7  　　℡33-0873

本業専一。

監

　事

鵜

木

賢

剛

監

　事

鹿
志
村
高
道

㈱春秋舎　　　代表取締役会長
鹿島町1-12-6        ℡21-1414

㈲カシムラ工業所  　代表取締役
宮田町3584-39       ℡24-2321

孫とのカラオケ。

理

　事

根

本

伸

一
日立商工会議所　事務局長（兼）相談所長
幸町1-21-2  　　　 ℡22-0128

スポーツ観戦。

監

　事

泉

　
　
　有
泉有税理士事務所　      　所長
久慈町6-14-6        ℡54-0383

バイクで風を切ること。

専
務
理
事

鈴

木 
 

昇
日立商工会議所　    専務理事
幸町1-21-2  　　　 ℡22-0128

読書。

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

松

山

恒

男
多賀土木㈱    　　取締役会長
東多賀町2-2-3          ℡36-0111

旅行。

名
誉
議
員

午 誌上名刺交換

「幸」

「山のあなたの空遠く『幸』住むと人のいふ・・・」（カール・ブッセ）。

いいえ幸せはいつだってその足元に潜んでいるのです。

    　　　　　　　　 書道家  金澤　翔子

山

縣

敏

史
㈲やまがた屋　 代表取締役社長
神峰町4-11-3 ℡21-0028

スポーツ観戦。蛍の飼育。野外散策。

弓

野

博

司
㈲日電舎  　 代表取締役会長
東金沢町1-12-15 ℡36-1652

佐

藤

雅

彦
㈱日立塗工店      代表取締役
弁天町2-2-3        ℡22-1515

ゴルフ、旅行、読書。



商業部会工業部会 商業部会商業部会武 

田 

太 

志
㈱菓匠たけだ　　　代表取締役
田尻町5-14-3       ℡43-3524

詩吟、読書。

議

　員

砂

川

　宏
砂川産業㈱     　会長
千石町2-5-7          ℡33-3411

飛

田

佳

英
㈱飛勘水産　　　代表取締役
大和田町2173 ℡28-1010

議

　員

楽しいことをすること。

原

　俊

行
リテールプロパティーズ株式会社　代表取締役
幸町1-16-1 ヒタチエ本館2階 ℡050-1807-3772

新春の候、皆様のご健勝を祈念申
しあげます。ヒタチエ運営管理会
社です。ゴルフを始めました。

部
会
長
　常
議
員

スキー。

議

　員

小
薗
江
政
勝
㈲小薗江商事  　　　　取締役
若葉町3-8-10       ℡21-2075

議

　員

美味しいもの探し、料理、スポー
ツ、アニメ、ダイビング、ガーデ
ニング、アクアリウム、ＡＩ。

安

島

大

司
㈱マルト  　常務取締役本部長
滑川本町5-3-30      ℡27-3331
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㈲玉宝  代表取締役
金沢町7-13-6 ℡44-7312

ゴルフ。

赤

須

哲

也

副
部
会
長
　常
議
員

関

山

干

郎
㈱カーサービスセキヤマ　代表取締役
城南町1-7-12       ℡21-1383

健康的に体を絞り、理想の自分
を目指すこと。

副
部
会
長
　常
議
員

副
部
会
長
　常
議
員

野球観戦。

永

岡

誠

司
㈲エターナルコーポレーション 代表取締役
東町1-14-1               ℡27-7007

PCゲーム（FPSやRPG）、
株式投資。

副
部
会
長
　議
員

橋

本

　成
㈲コンキスタ         代表取締役
東大沼町4-29-15    ℡53-9700

岩

田

雲

平
㈲運平堂本店  代表取締役社長
大みか町1-6-7       ℡52-3257

議

　員

議

　員

議

　員

推し活‼＠LiSAっ子。水樹奈々、
ReoNa、ClariS、藍井エイルも好
き！

議

　員

大

髙

文

英
㈲大髙かおる堂 専務取締役シェフパティシエ
川尻町5-16-10 ℡43-5745

高

沢

法

男
ファミリーマート日立川尻四丁目店 代表
川尻町4-9-14 ℡25-3575

常
議
員

ゴルフ。

菊

池

秀

一
㈲金子金属　　　　代表取締役
東多賀町1-3-5 ℡33-0024

副
部
会
長
　議
員

犬の散歩。旅行。

サッカー指導で子ども達とプ
レーするのが楽しみです。

議

　員

永

盛

常

雄
㈱ナガモリ  代表取締役
東滑川町3-1-15 ℡24-1853

食文化への貢献。

森
嶋
鎮
一
郎
森島酒造㈱            代表取締役
川尻町1-17-7         ℡43-5334

音楽、ゴルフ、旅行。

部
会
長
　常
議
員

高

橋

一

雄
㈱ティー・エム・ピー　代表取締役
大和田町645           ℡52-6981

副
部
会
長
　常
議
員

日立製作所工業（協）　代表理事
幸町1-19-1    　　℡22-2131

副
部
会
長
　常
議
員

常
議
員

清

水

朋

彦
丸善電機工業㈱   取締役相談役
諏訪町1-9-12         ℡33-0517

下手の横好きですが、短歌を少
し。先日、茨城新聞に初投稿し
ました。

武

田

睦

男
三菱重工業㈱日立工場　工場長代理
幸町3-1-1         ℡20-7880

飲食店巡りが好きで、話題の店
や隠れた名店で、美味しい発見
を求めて歩き回っています。

ゴルフ、マージャン。

ガーデニング。香りある花木を
庭に植えて四季を楽しんでいま
す。

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

ゴルフ。

武

士

哲

也
㈱旭製作所      代表取締役社長
東滑川町5-5-40    ℡43-3451

副
部
会
長
　常
議
員

常
議
員

赤

津

寿

之

副
部
会
長
　常
議
員

常
議
員

安

島

宜

績
アルテンジャパン㈱ 取締役東日本事業本部本部長
大みか町2-23-15    ℡52-8888

旧車のオートバイに乗って、田
舎道をツーリングすること。

堀

邉

　忍
日立セメント㈱　取締役常務執行役員日立工場長
平和町2-1-1 ℡22-2111

議

　員

関
野
か
づ
と
東京ガス㈱日立支店　　支店長
幸町1-22-2-6F        ℡21-6071

最近はガンプラ製作とドローン
（初心者）にハマっています。

旅行、カーレース、美食。

大

窪

聡

史
大窪炉材㈱ 　　代表取締役社長
幸町1-22-1       ℡27-8808

議

　員

（五十音順） （五十音順）

副
部
会
長
　常
議
員

基本的には無趣味ですので、今
年こそはいい趣味を見つけたい
と思います。

森

井

健

次
JX金属㈱茨城事業所　副所長兼務総務部長
白銀町1-1-2    ℡23-7130

宮

本

貴

洋
久慈鉄工㈿　　　　　副理事長
石名坂町2-43-1    ℡53-1800

読書。

常
議
員

岡

部

正

伸
常陽電機工業㈱　代表取締役社長
諏訪町1-11-20    　℡34-5234

昨今の異常気象や鳥獣被害も含
め、自然と向き合いながら今年
もアウトドアを楽しみます。

㈱日立製作所　日立事業所  総務部部長代理
幸町3-1-1         ℡55-0110

特にないですが、ゴルフを少々。

高

倉

拓

真

木

曽

裕

次
㈱ハイペック    　代表取締役
神峰町2-11-1         ℡22-0576

スポーツ観戦。

車、音楽。

小

峰

保

信
㈱小峰製作所　　　代表取締役
本宮町1-7-27　　　℡22-2243

議

　員

愛犬とお花見する傍ら趣味が高
じて時間があればステンドグラ
ス製作に励んでいる。

議

　員

大
久
保
重
美
㈱三吉電器　　　　代表取締役
幸町2-2-26 ℡33-5550

ゴルフ、家庭菜園、アウトドア。

議

　員

石

川

哲

也
㈱石川工業所　　　代表取締役
多賀町4-1-14 ℡36-1081

・サッカー　昔からの友達
・ゴルフ　　下手の横好き

議

　員

兼

平

昭

典
㈱コーヨー　　代表取締役社長
東金沢町1-9-7 ℡36-1811

旅行。

関

　正

克
㈱関プレス      代表取締役社長
千石町4-3-20         ℡36-0300

議

　員

旅行。

副
部
会
長
　常
議
員

小
野

　久
雅
㈱日立工業所　　　代表取締役
東滑川町2-10-6　　℡22-2282

議

　員

荒

川

浩

信

喪
中
欠
礼

荒
友
商
事
㈱

代
表
取
締
役

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。



商業部会工業部会 商業部会商業部会武 

田 

太 

志
㈱菓匠たけだ　　　代表取締役
田尻町5-14-3       ℡43-3524

詩吟、読書。

議

　員

砂

川

　宏
砂川産業㈱     　会長
千石町2-5-7          ℡33-3411

飛

田

佳

英
㈱飛勘水産　　　代表取締役
大和田町2173 ℡28-1010

議

　員

楽しいことをすること。

原

　俊

行
リテールプロパティーズ株式会社　代表取締役
幸町1-16-1 ヒタチエ本館2階 ℡050-1807-3772

新春の候、皆様のご健勝を祈念申
しあげます。ヒタチエ運営管理会
社です。ゴルフを始めました。

部
会
長
　常
議
員

スキー。

議

　員

小
薗
江
政
勝
㈲小薗江商事  　　　　取締役
若葉町3-8-10       ℡21-2075

議

　員

美味しいもの探し、料理、スポー
ツ、アニメ、ダイビング、ガーデ
ニング、アクアリウム、ＡＩ。

安

島

大

司
㈱マルト  　常務取締役本部長
滑川本町5-3-30      ℡27-3331
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㈲玉宝  代表取締役
金沢町7-13-6 ℡44-7312

ゴルフ。

赤

須

哲

也

副
部
会
長
　常
議
員

関

山

干

郎
㈱カーサービスセキヤマ　代表取締役
城南町1-7-12       ℡21-1383

健康的に体を絞り、理想の自分
を目指すこと。

副
部
会
長
　常
議
員

副
部
会
長
　常
議
員

野球観戦。

永

岡

誠

司
㈲エターナルコーポレーション 代表取締役
東町1-14-1               ℡27-7007

PCゲーム（FPSやRPG）、
株式投資。

副
部
会
長
　議
員

橋

本

　成
㈲コンキスタ         代表取締役
東大沼町4-29-15    ℡53-9700

岩

田

雲

平
㈲運平堂本店  代表取締役社長
大みか町1-6-7       ℡52-3257

議

　員

議

　員

議

　員

推し活‼＠LiSAっ子。水樹奈々、
ReoNa、ClariS、藍井エイルも好
き！

議

　員

大

髙

文

英
㈲大髙かおる堂 専務取締役シェフパティシエ
川尻町5-16-10 ℡43-5745

高

沢

法

男
ファミリーマート日立川尻四丁目店 代表
川尻町4-9-14 ℡25-3575

常
議
員

ゴルフ。

菊

池

秀

一
㈲金子金属　　　　代表取締役
東多賀町1-3-5 ℡33-0024

副
部
会
長
　議
員

犬の散歩。旅行。

サッカー指導で子ども達とプ
レーするのが楽しみです。

議

　員

永

盛

常

雄
㈱ナガモリ  代表取締役
東滑川町3-1-15 ℡24-1853

食文化への貢献。

森
嶋
鎮
一
郎
森島酒造㈱            代表取締役
川尻町1-17-7         ℡43-5334

音楽、ゴルフ、旅行。

部
会
長
　常
議
員

高

橋

一

雄
㈱ティー・エム・ピー　代表取締役
大和田町645           ℡52-6981

副
部
会
長
　常
議
員

日立製作所工業（協）　代表理事
幸町1-19-1    　　℡22-2131

副
部
会
長
　常
議
員

常
議
員

清

水

朋

彦
丸善電機工業㈱   取締役相談役
諏訪町1-9-12         ℡33-0517

下手の横好きですが、短歌を少
し。先日、茨城新聞に初投稿し
ました。

武

田

睦

男
三菱重工業㈱日立工場　工場長代理
幸町3-1-1         ℡20-7880

飲食店巡りが好きで、話題の店
や隠れた名店で、美味しい発見
を求めて歩き回っています。

ゴルフ、マージャン。

ガーデニング。香りある花木を
庭に植えて四季を楽しんでいま
す。

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

ゴルフ。

武

士

哲

也
㈱旭製作所      代表取締役社長
東滑川町5-5-40    ℡43-3451

副
部
会
長
　常
議
員

常
議
員

赤

津

寿

之

副
部
会
長
　常
議
員

常
議
員

安

島

宜

績
アルテンジャパン㈱ 取締役東日本事業本部本部長
大みか町2-23-15    ℡52-8888

旧車のオートバイに乗って、田
舎道をツーリングすること。

堀

邉

　忍
日立セメント㈱　取締役常務執行役員日立工場長
平和町2-1-1 ℡22-2111

議

　員

関
野
か
づ
と
東京ガス㈱日立支店　　支店長
幸町1-22-2-6F        ℡21-6071

最近はガンプラ製作とドローン
（初心者）にハマっています。

旅行、カーレース、美食。

大

窪

聡

史
大窪炉材㈱ 　　代表取締役社長
幸町1-22-1       ℡27-8808

議

　員

（五十音順） （五十音順）

副
部
会
長
　常
議
員

基本的には無趣味ですので、今
年こそはいい趣味を見つけたい
と思います。

森

井

健

次
JX金属㈱茨城事業所　副所長兼務総務部長
白銀町1-1-2    ℡23-7130

宮

本

貴

洋
久慈鉄工㈿　　　　　副理事長
石名坂町2-43-1    ℡53-1800

読書。

常
議
員

岡

部

正

伸
常陽電機工業㈱　代表取締役社長
諏訪町1-11-20    　℡34-5234

昨今の異常気象や鳥獣被害も含
め、自然と向き合いながら今年
もアウトドアを楽しみます。

㈱日立製作所　日立事業所  総務部部長代理
幸町3-1-1         ℡55-0110

特にないですが、ゴルフを少々。

高

倉

拓

真

木

曽

裕

次
㈱ハイペック    　代表取締役
神峰町2-11-1         ℡22-0576

スポーツ観戦。

車、音楽。

小

峰

保

信
㈱小峰製作所　　　代表取締役
本宮町1-7-27　　　℡22-2243

議

　員

愛犬とお花見する傍ら趣味が高
じて時間があればステンドグラ
ス製作に励んでいる。

議

　員

大
久
保
重
美
㈱三吉電器　　　　代表取締役
幸町2-2-26 ℡33-5550

ゴルフ、家庭菜園、アウトドア。

議

　員

石

川

哲

也
㈱石川工業所　　　代表取締役
多賀町4-1-14 ℡36-1081

・サッカー　昔からの友達
・ゴルフ　　下手の横好き

議

　員

兼

平

昭

典
㈱コーヨー　　代表取締役社長
東金沢町1-9-7 ℡36-1811

旅行。

関

　正

克
㈱関プレス      代表取締役社長
千石町4-3-20         ℡36-0300

議

　員

旅行。

副
部
会
長
　常
議
員

小
野

　久
雅
㈱日立工業所　　　代表取締役
東滑川町2-10-6　　℡22-2282

議

　員

荒

川

浩

信

喪
中
欠
礼

荒
友
商
事
㈱

代
表
取
締
役

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。



建設業部会建設業部会副
部
会
長
　常
議
員

須

田

要

介
日立土木㈱    代表取締役社長
幸町2-18-5            ℡22-2121

旅行。（いろいろな場所に行っ
てみたいです。）

金融財務業部会金融財務業部会
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副
部
会
長
　常
議
員

岡

部

秀

輝
㈱オカベ　　       社長室室長
多賀町2-10-7         ℡36-1681

ゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

一

良
鈴縫工業㈱　   代表取締役会長
城南町1-11-31        ℡22-5311

低山ハイク、山菜採り。
（熊が心配です）

副
部
会
長
　常
議
員

大

塚

正

隆
㈱秋山工務店　   　総務部次長
大沼町1-7-1        ℡34-2233

・映画鑑賞
・ウォーキング

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

菊

地

祐

正
日晃茨城計測㈱    最高顧問
神峰町4-20-10 ℡21-1322

海岸の景色を見ながら散歩する。

議

　員

大
神
田
正
浩
㈱多賀工事社　　　 代表取締役
東成沢町3-9-7     ℡37-0625

バンドではドラムを叩きます。
得意なのは激しい曲ですが、余
りジャンルにはこだわりません。

議

　員

梅

原

郁

夫
梅原材木店 　　代表
東多賀町2-12-6     ℡33-0034

仏像をみることや建物探訪。

議

　員

議

　員

益

子

　朋
益三建設㈱              代表取締役
滑川本町4-25-16    ℡23-2200

子供と一緒に飼い犬のチワワ２
匹を散歩すること、最近始めた
ゴルフです。

議

　員

千

葉

省

三
㈲黒澤塗装　 代表取締役
多賀町4-7-41      ℡34-1588

温泉巡り。

小
野
瀬

　裕
㈱裕建　 代表取締役
大みか町6-17-11     ℡53-5870

船釣り、バイク、旅行。新人議
員となりますので、ご指導よろ
しくお願いいたします。

水

庭

　博
㈱水庭農園      　代表取締役
本宮町5-8-6 ℡24-3228

漬物づくり。

読書。

議

　員

小

林

邦

友
スペンサー工業㈱   代表取締役
弁天町2-11-16       ℡24-3581

議

　員

部
会
長
　常
議
員

三

輪

　護
㈱常陽銀行日立支店 支店長
助川町1-9-1 ℡22-3135

温泉、サウナ巡りと美味しい店
探し。

副
部
会
長
　常
議
員

小

國

健

二
㈱筑波銀行日立支店      支店長
鹿島町1-4-11 ℡22-2171

蕎麦打ち。

（五十音順） （五十音順）

旅行、ジョギング。

皆

川

康

博
東邦殖産工業㈱     代表取締役
東金沢町1-7-20       ℡33-1010

副
部
会
長
　議
員

白
土
仙
一
郎
㈱白土工務店       代表取締役
多賀町5-8-13        ℡33-1014

ゴルフ。

常
議
員

秋

山

啓

市
秋光電気工事㈱      取締役会長
多賀町1-20-22       ℡36-1987

副
部
会
長
　議
員

スポーツテレビ鑑賞。神がかり
な場面、結果に感動する機会に
巡り合える。

常
議
員

水

庭

明

良
飯村機電工業㈱ 　代表取締役社長
若葉町2-6-6        ℡23-8181

旅行・（ヘタ）ゴルフ・三線（こ
れもヘタです）

松

山

昭

彦
多賀土木㈱    代表取締役社長
東多賀町2-2-3          ℡36-0111

読書。特に歴史書や古書を読む
こと。

常
議
員

日立建塗工業㈱ 専務取締役
東金沢町2-4-13     ℡33-1204

趣味は料理です。

岩

﨑

祐

一

副
部
会
長
　常
議
員

議

　員

瀧

田

靖

章
大洋商事㈱　   代表取締役社長
桜川町4-3-8        ℡34-0660

映画、料理、動画制作、ワイシ
ャツのアイロンがけ。

おいしいもの、探求ドライブと
矢沢永吉ライブ鑑賞。

吉

野

靖

彦
吉野電業㈱ 　代表取締役社長
滑川町1-5-13          ℡22-0825

議

　員

鈴

木

博

巳
㈱富士塗装店   代表取締役
東金沢町3-6-17     ℡36-1571

朝早起きし、神社に参拝してか
ら河原子海岸で、美しい日の出
を見る散歩。

副
部
会
長
　常
議
員

堀

江

貴

紀
茨城県信用組合日立支店 　支店長
若葉町1-18-18      ℡22-5171

趣味か仕事か？我が家は薪スト
ーブで暖を取ります。斧での薪
わりはきついけど楽しいです。

部
会
長
　常
議
員三

澤

俊

介

喪
中
欠
礼

藤
和
建
設
㈱

代
表
取
締
役

議

　員

千

葉

隆

一

喪
中
欠
礼

㈲
日
立
鋼
建

代
表
取
締
役

議

　員

金

澤

好

利

喪
中
欠
礼

㈱
金
澤
製
作
所

代
表
取
締
役

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

水

越

　修
㈱東日本銀行日立支店　支店長
助川町1-9-12        ℡21-6131

バイクで仲間とツーリング。

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

中

條

朋

美
㈱東邦銀行日立支店 支店長
中成沢町2-37-13 ℡32-5316

ゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

智

之
水戸信用金庫日立支店 　支店長
弁天町1-2-12　     　℡21-6235

サッカー観戦が趣味です。
鹿島アントラーズ・水戸ホーリ
ーホックの活躍を期待します。

ドライブ、トレッキング。

瀬

谷

和

人
㈱瀬谷製作所 代表取締役
東大沼町1-4-40 ℡33-7766

山

谷

　峻
アクサ生命保険㈱日立営業所　営業所長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

休日は家族でバスケットボールを
観戦しております。さくらアリー
ナにも昨年は何度も行きました！

旅行。

議

　員

根

本

　甲
㈱亀屋工業所         代表取締役
神峰町4-11-12        ℡21-4146

歴史探訪。

助川電気工業㈱    取締役会長
滑川本町3-19-5　℡0293-23-6411

百
目
鬼
孝
一

たまにですが、横浜中華街でラー
メン店めぐりを楽しんでおります。
特に担々麺が好きです。

星

　哲

哉
スターエンジニアリング㈱　代表取締役
大沼町1-28-10 ℡38-1212

議

　員

議

　員

吉

村

正

男
日立南工業団地㈿  代表理事
留町1270-41 ℡53-1792



建設業部会建設業部会副
部
会
長
　常
議
員

須

田

要

介
日立土木㈱    代表取締役社長
幸町2-18-5            ℡22-2121

旅行。（いろいろな場所に行っ
てみたいです。）

金融財務業部会金融財務業部会
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副
部
会
長
　常
議
員

岡

部

秀

輝
㈱オカベ　　       社長室室長
多賀町2-10-7         ℡36-1681

ゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

一

良
鈴縫工業㈱　   代表取締役会長
城南町1-11-31        ℡22-5311

低山ハイク、山菜採り。
（熊が心配です）

副
部
会
長
　常
議
員

大

塚

正

隆
㈱秋山工務店　   　総務部次長
大沼町1-7-1        ℡34-2233

・映画鑑賞
・ウォーキング

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

菊

地

祐

正
日晃茨城計測㈱    最高顧問
神峰町4-20-10 ℡21-1322

海岸の景色を見ながら散歩する。

議

　員

大
神
田
正
浩
㈱多賀工事社　　　 代表取締役
東成沢町3-9-7     ℡37-0625

バンドではドラムを叩きます。
得意なのは激しい曲ですが、余
りジャンルにはこだわりません。

議

　員

梅

原

郁

夫
梅原材木店 　　代表
東多賀町2-12-6     ℡33-0034

仏像をみることや建物探訪。

議

　員

議

　員

益

子

　朋
益三建設㈱              代表取締役
滑川本町4-25-16    ℡23-2200

子供と一緒に飼い犬のチワワ２
匹を散歩すること、最近始めた
ゴルフです。

議

　員

千

葉

省

三
㈲黒澤塗装　 代表取締役
多賀町4-7-41      ℡34-1588

温泉巡り。

小
野
瀬

　裕
㈱裕建　 代表取締役
大みか町6-17-11     ℡53-5870

船釣り、バイク、旅行。新人議
員となりますので、ご指導よろ
しくお願いいたします。

水

庭

　博
㈱水庭農園      　代表取締役
本宮町5-8-6 ℡24-3228

漬物づくり。

読書。

議

　員

小

林

邦

友
スペンサー工業㈱   代表取締役
弁天町2-11-16       ℡24-3581

議

　員

部
会
長
　常
議
員

三

輪

　護
㈱常陽銀行日立支店 支店長
助川町1-9-1 ℡22-3135

温泉、サウナ巡りと美味しい店
探し。

副
部
会
長
　常
議
員

小

國

健

二
㈱筑波銀行日立支店      支店長
鹿島町1-4-11 ℡22-2171

蕎麦打ち。

（五十音順） （五十音順）

旅行、ジョギング。

皆

川

康

博
東邦殖産工業㈱     代表取締役
東金沢町1-7-20       ℡33-1010

副
部
会
長
　議
員

白
土
仙
一
郎
㈱白土工務店       代表取締役
多賀町5-8-13        ℡33-1014

ゴルフ。

常
議
員

秋

山

啓

市
秋光電気工事㈱      取締役会長
多賀町1-20-22       ℡36-1987

副
部
会
長
　議
員

スポーツテレビ鑑賞。神がかり
な場面、結果に感動する機会に
巡り合える。

常
議
員

水

庭

明

良
飯村機電工業㈱ 　代表取締役社長
若葉町2-6-6        ℡23-8181

旅行・（ヘタ）ゴルフ・三線（こ
れもヘタです）

松

山

昭

彦
多賀土木㈱    代表取締役社長
東多賀町2-2-3          ℡36-0111

読書。特に歴史書や古書を読む
こと。

常
議
員

日立建塗工業㈱ 専務取締役
東金沢町2-4-13     ℡33-1204

趣味は料理です。

岩

﨑

祐

一

副
部
会
長
　常
議
員

議

　員

瀧

田

靖

章
大洋商事㈱　   代表取締役社長
桜川町4-3-8        ℡34-0660

映画、料理、動画制作、ワイシ
ャツのアイロンがけ。

おいしいもの、探求ドライブと
矢沢永吉ライブ鑑賞。

吉

野

靖

彦
吉野電業㈱ 　代表取締役社長
滑川町1-5-13          ℡22-0825

議

　員

鈴

木

博

巳
㈱富士塗装店   代表取締役
東金沢町3-6-17     ℡36-1571

朝早起きし、神社に参拝してか
ら河原子海岸で、美しい日の出
を見る散歩。

副
部
会
長
　常
議
員

堀

江

貴

紀
茨城県信用組合日立支店 　支店長
若葉町1-18-18      ℡22-5171

趣味か仕事か？我が家は薪スト
ーブで暖を取ります。斧での薪
わりはきついけど楽しいです。

部
会
長
　常
議
員三

澤

俊

介

喪
中
欠
礼

藤
和
建
設
㈱

代
表
取
締
役

議

　員

千

葉

隆

一

喪
中
欠
礼

㈲
日
立
鋼
建

代
表
取
締
役

議

　員

金

澤

好

利

喪
中
欠
礼

㈱
金
澤
製
作
所

代
表
取
締
役

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

水

越

　修
㈱東日本銀行日立支店　支店長
助川町1-9-12        ℡21-6131

バイクで仲間とツーリング。

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

中

條

朋

美
㈱東邦銀行日立支店 支店長
中成沢町2-37-13 ℡32-5316

ゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

副
部
会
長
　議
員

鈴

木

智

之
水戸信用金庫日立支店 　支店長
弁天町1-2-12　     　℡21-6235

サッカー観戦が趣味です。
鹿島アントラーズ・水戸ホーリ
ーホックの活躍を期待します。

ドライブ、トレッキング。

瀬

谷

和

人
㈱瀬谷製作所 代表取締役
東大沼町1-4-40 ℡33-7766

山

谷

　峻
アクサ生命保険㈱日立営業所　営業所長
幸町1-21-2　　　　℡21-5387

休日は家族でバスケットボールを
観戦しております。さくらアリー
ナにも昨年は何度も行きました！

旅行。

議

　員

根

本

　甲
㈱亀屋工業所         代表取締役
神峰町4-11-12        ℡21-4146

歴史探訪。

助川電気工業㈱    取締役会長
滑川本町3-19-5　℡0293-23-6411

百
目
鬼
孝
一

たまにですが、横浜中華街でラー
メン店めぐりを楽しんでおります。
特に担々麺が好きです。

星

　哲

哉
スターエンジニアリング㈱　代表取締役
大沼町1-28-10 ℡38-1212

議

　員

議

　員

吉

村

正

男
日立南工業団地㈿  代表理事
留町1270-41 ℡53-1792



文化産業部会文化産業部会
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渡

邊

正

昌
㈱栄楽  代表取締役
千石町1-2-13 ℡33-0019

旅行、食べ歩き、蕎麦打ち、体
を動かすこと（最近ピックルボ
ール始めました）。

原

田

実

能
㈲鵜の島温泉旅館  　代表取締役
東滑川町5-10-1　　℡42-4404

海の前に住んでいますので毎朝
大海原から昇ってくる太陽を拝
むことが趣味のようなものです。

副
部
会
長
　常
議
員

山

本

　仁
山本理化工業㈱　代表取締役会長
諏訪町4-17-1        ℡33-0627

日立経営者研究会、ゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

皆

川

雅

彦
社会保険労務士法人葵経営　代表社員
川尻町4-30-8        ℡25-3668

歴史や文学、仏教関連の本を読
み、現地を旅すること。

部
会
長
　常
議
員

郡

司

洋

子
あゆみ珠算塾　　　　　　塾長
西成沢町1-27-10    ℡22-8561

いろいろな方との交流を楽しむ
こと。

全国、クラフトビール醸造所巡
り。

30年続けているヘラブナ釣りと、
スナックで盛り上がるのが最高な
カラオケ。最近夢中なゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

佐
々
木
幸
一
佐々木興業㈱ 代表取締役
相賀町18-1 ℡21-6424

日本100名城めぐり。温泉とド
ライブ旅行。

議

　員

弓

山

智

廣
㈱丸ト 　　　　　代表取締役
幸町2-6-13 ℡22-4448

新年あけましておめでとうござ
います。今年も美味探訪を楽し
みます。

議

　員

宇

野

貴

法
㈲宇野自動車整備工場　代表取締役
滑川町1-1-11 ℡21-5138

釣り、ゴルフ、写真、狩猟。

副
部
会
長
　議
員

小

林

英

文
日立地区通運㈱　代表取締役社長
幸町2-1-50 ℡22-0131

樹木の剪定。

議

　員

川

﨑

健

輔
㈲辰巳タクシー 代表取締役
千石町3-2-13　　　℡36-0163

元気な日立。

議

　員

志

智

俊

郎
日立埠頭㈱ 総務部長
久慈町1-3-10　　　℡53-2400

ソフトボールです。球を積極的
に追うように心掛け、心身のリ
フレッシュに努めています。

（五十音順）

交通運輸業部会交通運輸業部会 観光環衛業部会観光環衛業部会副
部
会
長
　常
議
員

副
部
会
長
　常
議
員

副
部
会
長
　議
員

森

　重

彰
㈲水戸D・M・S 代表取締役
多賀町5-5-15 ℡34-2985

まちおこし。

ゴルフ。

加

藤

仁

郎
㈱K&K　　         代表取締役
鹿島町1-7-6 ℡22-1201

議

　員

議

　員

議

　員

副
部
会
長
　議
員

田
尻
桂
一
郎
ステーキハウス白耳蟻館 代表
千石町2-7-7　　　℡33-2961

議

　員

ツーリング。

阿
部
田
英
樹
炭火焼あぐら　　　　   代表
大みか町1-7-17     ℡ 33-9029

副
部
会
長
　議
員

これと言って特化したものはあ
りませんが、温故知新に学ぶ事
は趣味です。

萩

庭

晴

秀
はぎ屋旅館　　　　 　　代表
水木町1-1-15      ℡52-2522

・ラーメン食べ歩き
・スポーツ観戦
・ゴルフ、サッカー

池

澤

　健
㈱エンジョイ　　　代表取締役
東多賀町2-16-19   ℡ 33-7212

副
部
会
長
　議
員

議

　員

音楽鑑賞、サッカー、ゴルフ、
旅行。

副
部
会
長
　議
員

坂

本

修

一
㈱エスアンドエス 　　取締役
東滑川町3-6-8 ℡22-0586

旅行。

安

西

　輝
寿司処一光 　　　代表
東多賀町5-1-10 ℡33-1812

ゴルフ、音楽鑑賞、映画鑑賞。

金
久
保

　航
㈱プレミアムオーシャン　代表取締役
鹿島町1-10-2 ℡21-5322

温泉旅行、ゴルフ。

三
田
千
恵
美
スナックゆず 　　　代表
幸町1-15-1 ℡32-7611

読書、美味しいお酒。

宮

本

慎

司
㈱いえつなぎ 代表取締役
桜川町1-2-12-101 ℡33-7081

常
議
員

読書、映画鑑賞。

部
会
長
　常
議
員

海

野

良

司
㈱テラス ザ スクエア日立　常務取締役
幸町1-20-3 ℡22-5531

（五十音順）

議

　員

金

子

　晃

喪
中
欠
礼

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
A
K
I
R
A

代
表

副
部
会
長

　議
員木

本

圭

亮

喪
中
欠
礼

㈲
オ
フ
ィ
ス
・
バ
ロ
ン

代
表
取
締
役

議

　員

清

家

達

也
㈱セカンドアースエンターテイメント　代表取締役 
弁天町1-16-11　　℡89-9425

副
部
会
長
　議
員

石

堂

文

男
㈱TC関東  　　　取締役会長
かみあい町1-1-1     ℡87-6008

ゴルフ。一年間できる体力で有
りたい。

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

副
部
会
長
　議
員

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

副
部
会
長
　常
議
員

竹
野
下

　靖
茨城交通㈱　　　総務担当部長
千石町2-14-10　　 ℡32-7341

歩くこと。健康はもとより、こ
れからは季節の花や街並みを楽
しみながら歩きたい。

部
会
長

　常
議
員

河

西

隆

史
ロジスティード東日本㈱　担当部長
城南町1-5-1　　　℡22-0510

歴史探訪。

松

山

圭

吾
㈱ひたちピーエム商事  常務取締役
弁天町1-8-17   ℡24-1330

音楽（ジャズ）、絵画、映画鑑賞、
街中探訪。

議

　員

臼

木

　誉
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10        ℡22-2101

城/温泉巡り。劇場観覧。
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渡

邊

正

昌
㈱栄楽  代表取締役
千石町1-2-13 ℡33-0019

旅行、食べ歩き、蕎麦打ち、体
を動かすこと（最近ピックルボ
ール始めました）。

原

田

実

能
㈲鵜の島温泉旅館  　代表取締役
東滑川町5-10-1　　℡42-4404

海の前に住んでいますので毎朝
大海原から昇ってくる太陽を拝
むことが趣味のようなものです。

副
部
会
長
　常
議
員

山

本

　仁
山本理化工業㈱　代表取締役会長
諏訪町4-17-1        ℡33-0627

日立経営者研究会、ゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

皆

川

雅

彦
社会保険労務士法人葵経営　代表社員
川尻町4-30-8        ℡25-3668

歴史や文学、仏教関連の本を読
み、現地を旅すること。

部
会
長
　常
議
員

郡

司

洋

子
あゆみ珠算塾　　　　　　塾長
西成沢町1-27-10    ℡22-8561

いろいろな方との交流を楽しむ
こと。

全国、クラフトビール醸造所巡
り。

30年続けているヘラブナ釣りと、
スナックで盛り上がるのが最高な
カラオケ。最近夢中なゴルフ。

副
部
会
長
　議
員

佐
々
木
幸
一
佐々木興業㈱ 代表取締役
相賀町18-1 ℡21-6424

日本100名城めぐり。温泉とド
ライブ旅行。

議

　員

弓

山

智

廣
㈱丸ト 　　　　　代表取締役
幸町2-6-13 ℡22-4448

新年あけましておめでとうござ
います。今年も美味探訪を楽し
みます。

議

　員

宇

野

貴

法
㈲宇野自動車整備工場　代表取締役
滑川町1-1-11 ℡21-5138

釣り、ゴルフ、写真、狩猟。

副
部
会
長
　議
員

小

林

英

文
日立地区通運㈱　代表取締役社長
幸町2-1-50 ℡22-0131

樹木の剪定。

議

　員

川

﨑

健

輔
㈲辰巳タクシー 代表取締役
千石町3-2-13　　　℡36-0163

元気な日立。

議

　員

志

智

俊

郎
日立埠頭㈱ 総務部長
久慈町1-3-10　　　℡53-2400

ソフトボールです。球を積極的
に追うように心掛け、心身のリ
フレッシュに努めています。

（五十音順）

交通運輸業部会交通運輸業部会 観光環衛業部会観光環衛業部会副
部
会
長
　常
議
員

副
部
会
長
　常
議
員

副
部
会
長
　議
員

森

　重

彰
㈲水戸D・M・S 代表取締役
多賀町5-5-15 ℡34-2985

まちおこし。

ゴルフ。

加

藤

仁

郎
㈱K&K　　         代表取締役
鹿島町1-7-6 ℡22-1201

議

　員

議

　員

議

　員

副
部
会
長
　議
員

田
尻
桂
一
郎
ステーキハウス白耳蟻館 代表
千石町2-7-7　　　℡33-2961

議

　員

ツーリング。

阿
部
田
英
樹
炭火焼あぐら　　　　   代表
大みか町1-7-17     ℡ 33-9029

副
部
会
長
　議
員

これと言って特化したものはあ
りませんが、温故知新に学ぶ事
は趣味です。

萩

庭

晴

秀
はぎ屋旅館　　　　 　　代表
水木町1-1-15      ℡52-2522

・ラーメン食べ歩き
・スポーツ観戦
・ゴルフ、サッカー

池

澤

　健
㈱エンジョイ　　　代表取締役
東多賀町2-16-19   ℡ 33-7212

副
部
会
長
　議
員

議

　員

音楽鑑賞、サッカー、ゴルフ、
旅行。

副
部
会
長
　議
員

坂

本

修

一
㈱エスアンドエス 　　取締役
東滑川町3-6-8 ℡22-0586

旅行。

安

西

　輝
寿司処一光 　　　代表
東多賀町5-1-10 ℡33-1812

ゴルフ、音楽鑑賞、映画鑑賞。

金
久
保

　航
㈱プレミアムオーシャン　代表取締役
鹿島町1-10-2 ℡21-5322

温泉旅行、ゴルフ。

三
田
千
恵
美
スナックゆず 　　　代表
幸町1-15-1 ℡32-7611

読書、美味しいお酒。

宮

本

慎

司
㈱いえつなぎ 代表取締役
桜川町1-2-12-101 ℡33-7081

常
議
員

読書、映画鑑賞。

部
会
長
　常
議
員

海

野

良

司
㈱テラス ザ スクエア日立　常務取締役
幸町1-20-3 ℡22-5531

（五十音順）

議

　員

金

子

　晃

喪
中
欠
礼

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
A
K
I
R
A

代
表

副
部
会
長

　議
員木

本

圭

亮

喪
中
欠
礼

㈲
オ
フ
ィ
ス
・
バ
ロ
ン

代
表
取
締
役

議

　員

清

家

達

也
㈱セカンドアースエンターテイメント　代表取締役 
弁天町1-16-11　　℡89-9425

副
部
会
長
　議
員

石

堂

文

男
㈱TC関東  　　　取締役会長
かみあい町1-1-1     ℡87-6008

ゴルフ。一年間できる体力で有
りたい。

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

副
部
会
長
　議
員

凡　例
商
工
会
議
所
役
職
名

氏

　
　名

事業所名　　役 職 名
所 在 地　　電話番号

「趣味」をテーマに役員議員の皆
さんに聞きました。

副
部
会
長
　常
議
員

竹
野
下

　靖
茨城交通㈱　　　総務担当部長
千石町2-14-10　　 ℡32-7341

歩くこと。健康はもとより、こ
れからは季節の花や街並みを楽
しみながら歩きたい。

部
会
長

　常
議
員

河

西

隆

史
ロジスティード東日本㈱　担当部長
城南町1-5-1　　　℡22-0510

歴史探訪。

松

山

圭

吾
㈱ひたちピーエム商事  常務取締役
弁天町1-8-17   ℡24-1330

音楽（ジャズ）、絵画、映画鑑賞、
街中探訪。

議

　員

臼

木

　誉
臼木証券㈱　　代表取締役社長
鹿島町1-5-10        ℡22-2101

城/温泉巡り。劇場観覧。
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新年号企画：2026年新春座談会

　昨年11月の議員改選に伴い、新しい部会長が選任されました。

本年の座談会では、各部会を代表して７部会長、女性会、青年部

が、どのような日立市の未来像を持ち、そのためにどのような活

動に取り組みたいのかをお伺いするとともに、商工会議所の役割

について意見を交わしていただきました。

◇座談会出席者　
　商 業 部 会 長　　赤須　 哲也氏
　工 業 部 会 長　　高橋　 一雄氏
　建 設 業 部 会 長　　三澤　 俊介氏
　観光環衛業部会長　　松山　 圭吾氏
　金融財務業部会長　　三輪　　 護氏
　交通運輸業部会長　　河西　 隆史氏
　文化産業部会長　　郡司　 洋子氏
　女 性 会 会 長　　山本　 美穂氏
　青 年 部 会 長　　清水　 友康氏
◇司会
　情報化委員会委員長　小野﨑 久雅氏

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
皆
様
に
は
、

日
立
市
が
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
、

そ
の
た
め
の
商
工
会
議
所
の
役
割

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
先
行
き
の
不
透
明
な

中
に
あ
っ
て
も
、『
明
る
い
兆
し
』

と
な
る
よ
う
な
最
近
の
地
域
の
話

題
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　近
年
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
を
中

核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
ま
ち
の
活
性
化
を

一
段
と
加
速
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
招
致
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
も
な
く
完
成
す
る

新
球
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
日
立
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
日
立
ア
ル
プ

ス
を
活
用
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
立
市
の
地
形
上
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
し
て
は
厳
し
い
そ
う
で
す

が
、
そ
こ
を
あ
え
て
克
服
し
よ
う

と
挑
戦
す
る
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
か
。
厳
し
い
コ
ー
ス
が
逆
に

本
市
の
魅
力
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　日
立
市
に
人
を
呼
び
込
む
為
に

は
、
観
光
事
業
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
か
み
ね
動
物
園
・
公
園
、

御
岩
神
社
の
一
帯
、
鵜
の
岬
周
辺

な
ど
数
多
く
あ
る
特
徴
的
な
観
光

資
源
を
ル
ー
ト
化
す
る
工
夫
や

P
R
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　既
存
資
源
の
活
用
と
い
う
点
で

は
、
か
み
ね
動
物
園
の「
夜
の
動

物
園
」も
素
晴
ら
し
い
成
功
例
で

す
ね
。
今
あ
る
資
産
を
い
か
に
現

代
的
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
見

せ
方
」を
変
え
て
い
く
か
。
そ
の

創
意
工
夫
こ
そ
が
、
日
立
市
の
新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
原
動
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

高
橋
氏（
工
業
）

　単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま

ら
ず
、
宿
泊
や
飲
食
を
組
み
合
わ

せ
た
経
済
の
循
環
を
創
出
す
る
こ

と
が
、
我
々
産
業
界
の
役
割
で
す
。

地
域
の
資
源
を
い
か
に
し
て「
付

加
価
値
の
高
い
体
験
」へ
と
昇
華

さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
り

ま
す
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　日
立
市
と
日
立
製
作
所
が
主
導

す
る「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
発
祥
の
企
業
が
、
街
の
未
来

の
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
構

想
を
掲
げ
る
の
は
、
極
め
て
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
明

る
い
兆
し
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
再

編
は
、
長
年
、
企
業
城
下
町
と
し

て
歩
ん
で
き
た
本
市
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活

性
化
・
発
展
へ
の
確
か
な
原
動
力

と
し
て
日
立
製
作
所
に
は
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
で
あ
る
脱

炭
素
化
や
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
は
、

持
続
可
能
な
都
市
を
構
築
す
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
特
に
自
動
運
転

技
術
の
実
装
な
ど
は
、
高
齢
化
等

に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
移
動
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。

郡
司
氏（
文
化
）

　交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
本

市
の
未
来
を
左
右
す
る
最
優
先
課

題
で
す
。
私
は
山
側
の
団
地
で
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

の
塾
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
土

日
の
バ
ス
運
休
や
平
日
の
一
時
間

に
一
本
と
い
う
少
な
さ
、
午
後
七

時
の
最
終
バ
ス
と
い
う
現
状
で
は
、

利
便
性
の
欠
如
を
痛
感
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
な
る
技
術

革
新
に
留
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
切

実
な「
生
活
の
現
場
」に
寄
り
添
っ

た
解
決
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
運
転
免

許
を
返
納
し
て
も
、
そ
し
て
子
供

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

等
し
く
社
会
と
繋
が
れ
る
。
そ
ん

な
血
の
通
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
こ
そ
が
、
日
立
市
の
真
の

活
力
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
使
う
人
に

寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
価

値
が
あ
り
ま
す
。
私
は
介
護
士
等

の
育
成
を
行
う
会
社
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
介
護

現
場
に
お
い
て
、
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
等
の
導

入
が
進
め
ば
、
意
欲
あ
る
高
齢
者

が
よ
り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は

本
市
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
極
め
て
前
向
き
な
取
り

組
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、
将
来
的
に

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
4
車
線
化
も
大
き
な
好

機
と
な
り
ま
す
。
私
の
経
営
す
る

飲
食
店
で
も
、
他
県
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
に
は
、
イ
ン
タ
ー

至
近
の「
海
の
近
さ
」に
驚
き
の
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
魅
力
を
活

か
す
に
は
、
国
道
２
４
５
号
線
の

工
事
停
滞
な
ど
イ
ン
フ
ラ
課
題
の

解
消
が
急
務
で
す
。
行
政
と
連
携

し
、
外
か
ら
の
活
力
を
呼
び
込
む

「
玄
関
口
」の
機
能
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　十
王
地
区
に
お
け
る「
道
の
駅
」

の
設
置
な
ど
も
、
高
橋
部
会
長
の

南
の
玄
関
口
に
対
し
て
、
北
の
玄

関
口
の
整
備
と
し
て
、
将
来
性
に

富
む
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
外
の
人
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

強
力
な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
力
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

機
能
集
約
と
共
生
、

　
　
　持
続
可
能
な
未
来

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　日
立
市
が
直
面
し
て
い
る
将
来

の
人
口
推
計
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

現
在
十
六
万
人
を
切
り
、
二
〇
四

〇
年
に
は
約
十
二
万
五
千
人
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
市
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
二
〇
四
〇
年
に
十
三
万
五
千

人
の
維
持
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
こ
の
避
け
ら
れ
な
い
変
化
を

前
提
と
し
た
際
、
日
立
市
は
ど
の

よ
う
な
形
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　人
口
に
見
合
っ
た
規
模
へ
の

「
集
約
化
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
分
母（
人
口
）が
減
る
な
ら

ば
、
商
業
エ
リ
ア
や
街
の
機
能
も

集
約
さ
せ
な
け
れ
ば
、
一
店
あ
た

り
の
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
、
二
十

年
後
に
は
共
倒
れ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
行
政

な
ど
が
主
導
し
て
住
居
や
店
舗
を

特
定
の
拠
点
へ「
集
約
化
」し
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　「
集
約
化
」は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
行
政

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
将
来
的
な
人
口
規
模
へ

「
絞
り
込
む
」こ
と
で
、
市
民
全
員

が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と「
い
い

暮
ら
し
」を
享
受
で
き
る
持
続
可

能
な
街
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
お
い

て「
若
者
を
外
か
ら
呼
び
込
む
」と

い
う
、
全
国
的
な
争
奪
戦
に
終
始

す
る
考
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
こ

こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
、
つ
ま

り「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
結
果
と

し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
最

も
緩
や
か
に
す
る
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　山
側
の
団
地
は
、
海
を
見
下
ろ

す
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
こ
こ

に
病
院
等
の
機
能
を
集
約
し
て
、

あ
え
て
高
齢
者
の
た
め
の「
終
の

棲
家
」を
つ
く
る
こ
と
で
、
市
外

の
方
も
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
形

成
さ
れ
た
街
の
熱
量
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　最
近
で
は
、
二
十
代
か
ら
三
十

代
の
若
手
が
新
し
く
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
非
常

に
良
い
傾
向
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
よ
う
な
新
し
い
挑
戦
を
、

バ
ラ
バ
ラ
の
場
所
で
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
集
約
さ
れ
た
拠
点

で
支
援
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
構

造
を
作
る
こ
と
で
、
日
立
市
は
再

び
商
売
の
成
り
立
つ
、
活
力
あ
る

街
へ
と
再
生
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　こ
の「
集
約
」と
い
う
考
え
方
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
応
用
で
き

そ
う
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　そ
う
で
す
ね
。
無
理
に
毎
年
開

催
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
拠

点
を
絞
っ
て
持
ち
回
り
に
す
る
こ

と
で
、
一
回
あ
た
り
の
質
や
規
模

を
維
持
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　観
光
環
衛
業
部
会
が
実
施
し
て

い
る「
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
」な
ど
も
、

ま
さ
に
そ
の
考
え
方
で
す
よ
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　は
い
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
は
日
立
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
来
は
多
賀

地
区
、
大
み
か
地
区
の
市
内
3
か

所
で
、
持
ち
回
り
開
催
す
る
形
が

ベ
ー
ス
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
店
主
の

高
齢
化
や
廃
業
が
進
み
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
店
舗
間
の
距
離
が
遠

い
な
ど
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

空
き
家
を「
負
の
遺
産
」

　か
ら「
共
生
の
拠
点
」へ

松
山
氏（
観
光
）

　先
ほ
ど
か
ら
人
口
減
少
の
課
題

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
視
点

を
変
え
れ
ば
、
日
立
市
に
は
ま
だ

活
か
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な「
財

産
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
市
で
学
ぶ
学
生
の
存

在
で
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　茨
城
大
学
工
学
部
や
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
な
ど
、
日
立
市
に
は

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
四

年
間
を
過
ご
す
だ
け
の
場
所
」に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

松
山
氏（
観
光
）

　実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
学
業
の
傍
ら
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾
な
ど
、
我
々

サ
ー
ビ
ス
業
界
の
最
前
線
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
存

在
で
す
。
私
は
、
彼
ら
を
単
な
る

「
一
時
的
な
居
住
者
」と
し
て
で
は

な
く
、「
街
の
未
来
を
共
に
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、
も
っ
と

大
切
に
遇
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　そ
の
大
切
に
遇
す
具
体
的
な
策

の
一
つ
が
、
住
環
境
の
整
備
で
す

ね
。
我
々
建
築
士
会
で
は
西
成
沢

町
に
お
い
て
、
実
験
的
に
、
空
き

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
し
て
学
生

さ
ん
に
住
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　市
内
の
宿
泊
施
設
の
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
中
で
、
民
間
の
空

き
家
を
柔
軟
に
活
用
す
る
発
想
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
立
に
不
可
欠
で
す
。

問
題
解
決
に
時
間
を
か
け
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
資
源
を

ど
う
動
か
す
か
が
重
要
で
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　単
に
安
い
住
居
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に「
地
域
と
の
繋
が

り
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
時
代
に
街
の
良
さ
や
住
み
や

す
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
愛
着
を
感
じ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　ま
さ
に
そ
こ
が
肝
心
で
す
。
大

阪
で
は
、
古
い
団
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
と
若
者
世
代
や
学
生
が
共

生
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ

せ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。 

日
立

で
も
、
空
き
家
や
団
地
を
単
な
る

「
ハ
コ
」と
し
て
修
繕
す
る
の
で
は

な
く
、
多
世
代
が
自
然
に
交
流
し
、

見
守
り
合
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
共
生
社

会
」と
し
て
再
構
成
で
き
な
い
か
。

我
々
建
設
業
界
か
ら
は
、
そ
う
し

た
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た「
挑
戦
的
な
試
行
」を
許
容
す

る
土
壌
を
、
我
々
が
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郡
司
氏（
文
化
）

　三
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
が
、
山
側
団
地
の
現
状
は
深

刻
で
す
。
か
つ
て
は
子
育
て
に
最

適
な
環
境
で
し
た
が
、
今
や
空
き

家
が
目
立
ち
、
平
日
の
バ
ス
す
ら

一
時
間
に
一
本
と
い
う
状
況
で
、

若
者
は
進
学
で
市
外
に
流
出
し
、

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
共
生
の
拠
点

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
移
動
手

段
や「
日
立
で
学
び
続
け
ら
れ
る

環
境
」ま
で
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　私
が
10
年
に
わ
た
り
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た「
子
供
食
堂
」は
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
さ

ん
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
中

で
も
、
利
用
登
録
を
さ
れ
る
方
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
不
足
な
ど
様
々

な
格
差
に
直
面
す
る
現
実
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　子
育
て
し
や
す
い
街
を
標
榜
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
公
園
に
駐

車
場
を
整
備
し
、
お
母
様
方
が
安

心
し
て
子
供
を
連
れ
出
せ
る
よ
う

な
、「
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重

ね
」も
不
可
欠
で
す
。

河
西
氏（
交
通
） 

　地
形
的
に
山
側
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
日
立
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
す
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
謳

う
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
不
便
さ

を
訴
え
る
高
齢
者
が
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
を
使
え
る
の
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
実
際
に
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
、
生
活

の
質（
Q
O
L
）に
直
結
す
る
視
点

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
日

立
で「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」も
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
施
設

が
極
め
て
少
な
い
現
状
は
、
市
民

の
愛
着
を
削
ぐ
大
き
な
要
因
で
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　日
立
市
は
、
年
度
末
の
保
育
園

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
期
中
で
の
入
所
は
、
ま
だ
不

足
し
て
い
て
、
当
社
の
社
員
も
結

果
と
し
て
育
児
休
暇
を
延
長
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
子
育
て

環
境
の
整
備
不
足
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
影
響
し
、
結
果
若
者
が
市
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
金
融
・
財
務
の
側
面
か

ら
地
域
経
済
の
土
壌
を
耕
し
、
企

業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
孤
独
死
と
い

っ
た
社
会
不
安
も
解
消
に
向
か
い

ま
す
ね
。
学
生
の
活
力
が
街
に
溶

け
込
み
、
高
齢
者
の
知
恵
と
交
差

す
る
。
そ
う
し
た「
共
生
」の
風
景

こ
そ
、
我
々
が
描
く
べ
き
コ
ン
パ

ク
ト
で
温
か
み

の
あ
る
日
立
市

の
未
来
像
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
議
所
の
役
割
と
は

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
立
市
の
直

面
す
る
課
題
と
未
来
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

座
談
会
の
締
め
括
り
と
し
て
、

我
々
商
工
会
議
所
が
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
新
体
制
の
下

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
各
部
会

長
の
皆
様
に
、
そ
の
決
意
と
展
望

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　こ
れ
ま
で
の
商
工
会
議
所
の
部

会
活
動
は
、
ど
う
し
て
も
部
会
ご

と
の「
縦
軸
」で
の
活
動
が
中
心
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

街
の
課
題
は
複
数
の
業
種
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、

異
な
る
業
種
が
一
同
に
介
し
、
日

立
市
を
ど
う
す
る
か
を「
横
軸
」で

議
論
し
、
事
務
局
の
方
々
に
も
、

も
っ
と
議
論
の
核
心
に
入
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
運
輸
業

部
会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　建
設
業
部
会
で
は
、
今
後
、
実

施
す
る
事
業
ご
と
に
活
動
主
体
と

な
る
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
業
種

が
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
D
X
に

部
会
と
し
て
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
W
G
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
声
を
拾
い

上
げ
、
打
開
策
を
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　商
工
会
議
所
の
重
要
な
役
割
は
、

渋
滞
解
消
や
宿
泊
施
設
不
足
と
い

っ
た
切
実
な
現
場
の
声
を
整
理
し
、

行
政
へ
提
言
す
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
予
算
や
計
画
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
を
責
任
持
っ
て

「
検
証
」し
続
け
る
仕
組
み
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　わ
た
し
は
昨
年
ま
で
、
１
号
議

員
と
し
て
商
工
会
議
所
の
活
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
商

工
会
議
所
そ
の
も
の
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
今
年
一
年
は
ま
ず

勉
強
し
、
来
年
以
降
、
取
り
掛
か

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
部
会
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
う
い
う
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　私
の
所
属
す
る「
商
業
部
会
」と

松
山
部
会
長
の「
観
光
環
衛
業
部

会
」は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

部
会
の
枠
を
越
え「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
や
「
産
業
祭
」
に
続
く
、
日
立

の
新
た
な
柱
と
な
る
よ
う
な
３
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
創
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
S
N
S
で
の
発
信
が
飲

食
業
で
も
小
売
業
で
も
有
効
な
宣

伝
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

宣
伝
効
果
や
、
ど
う
い
う
発
信
の

仕
方
が
1
番
人
の
心
に
響
く
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
、

市
内
全
体
へ
広
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　観
光
環
衛
業
部
会
は
、
賑
わ
い

づ
く
り
と
、
地
産
地
消
、
観
光
の

３
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
産
地
消
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
た

と
え
ば「
日
立
市
の
お
魚
の
日
」、

地
元
で
と
れ
た
お
魚
を
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
日
を
設
定

し
て
、
ま
ず
地
元
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
学
校
給
食
で
も
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。「
食
育
」

は
と
て
も
大
切
で
、
次
世
代
を
担

う
子
供
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
も
深

く
残
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す

る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
、

も
っ
と
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個

人
事
業
主
に
と
っ
て
月
々
千
円
の

会
費
で
、
融
資
の
支
援
や
確
定
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
絶
大
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
ず
に「
商
工
会
議
所
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」と
疑

問
を
持
つ
同
業
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
書
面
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽

に
視
聴
で
き
る
一
、
二
分
の
短
い

動
画
な
ど
を
活
用
し
、
視
覚
的
に

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
べ
き
で

す
。
周
知
の
方
法
を
現
代
化
し
、

広
報
活
動
に
も
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小野﨑氏

山本氏

三輪氏

松山氏

高橋氏

三澤氏

河西氏

清水氏

郡
司
氏（
文
化
）

　会
員
の
皆
様
が「
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
心
か

ら
実
感
で
き
る
実
利
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
課
題
解

決
は
重
要
で
す
。
山
側
団
地
で
バ

ス
を
待
つ
高
齢
者
の
切
実
な
姿
や
、

若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
す
る
中
で
、
我
々
が

「
生
活
の
質
」を
高
め
る
た
め
の
土

壌
を
ど
う
整
え
る
か
。
会
員
同
士

が「
自
分
の
身
に
な
る
」と
感
じ
ら

れ
る
交
流
を
通
じ
、
熱
意
を
持
っ

て
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　郡
司
部
会
長
が
提
起
さ
れ
た
よ

う
な『
生
活
の
質
の
向
上
』や『
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
』は
、
巡
り
巡
っ

て
地
域
全
体
の
購
買
力
を
支
え
、

経
済
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
が
商
工
会
議
所

に
籍
を
置
く
最
大
の
動
機
は
、
究

極
的
に
は『
商
売
が
儲
か
る
こ
と
』

に
あ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

単
な
る
親
睦
に
留
ま
ら
ず
、
部
会

間
の
横
の
連
携
を
深
め
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
や
支
援
に
繋

げ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
会
員

が
最
も
熱
望
す
る『
目
に
見
え
る

実
利
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

三
輪
氏（
金
融
）

　銀
行
と
し
て
地
域
企
業
の
相
談

を
受
け
る
中
で
痛
感
し
て
い
る
の

は
、
日
立
市
に
は
新
た
に
工
場
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
な
平
地
が
、
も

は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
切
実
な
課
題
で
す
。

　日
立
市
は
南
北
に
細
長
く
、
少

な
い
平
地
に
は
す
で
に
工
場
が
建

っ
て
い
る
た
め
、
か
つ
て
の
人
々

は
山
側
に
住
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
、
市
内
の
工
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う

に
工
場
や
協
力
会
社
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
人
口
を
押
し
上
げ
て
い
た

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
工
場
が
撤

退
し
た
後
の
土
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
非
常
に「
も
っ
た
い
な
い
」こ

と
で
す
。

　デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み「
ど
こ
で

も
働
け
る
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

街
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も「
工
業

こ
そ
が
街
の
核
」で
あ
る
と
い
う

原
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
製
造
業
の
集
積
は
日
立
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
核

と
な
る
産
業
が
再
び
成
長
し
、
活

力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
平
地
や
跡
地
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
立
市
の

活
気
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　金
融
機
関
は
連
携
し
て
何
か
を

す
る
と
い
う
機
会
も
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
金
融
財

務
業
部
会
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
伴
走
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　現
在
青
年
部
の
会
員
は
77
名
で
、

親
会
で
あ
る
会
議
所
の
会
員
数
は

約
3
0
0
0
社
。
全
国
的
に
は
、

親
会
の
１
％
が
青
年
部
と
言
わ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
、
事
業
を
行
う

上
で
、
1
0
0
名
を
超
え
れ
ば
、

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
親
族

の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
親
会
の
意
向

に
合
わ
せ
た
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
青
年
部
の
想

い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
は
、
青
年
部

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
日
立
市

で
開
催
致
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
88
青
年
部
の
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
日
立
で
開
催
さ
れ

る
88
年
に
1
回
の
機
会
で
す
。
場

所
は
、
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
2
0
0
0
〜

2
5
0
0
名
を
招
致
す
る
規
模
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
立
の
価
値

を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
、
次
世

代
が「
こ
の
街
で
商
売
を
し
た
い
」

と
思
え
る
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本（
女
性
会
）

　女
性
会
は
来
年
、
設
立
50
周
年

と
い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
次
世
代
へ
と
繋

ぐ
た
め
、
現
在
、
会
員
増
強
に
全

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
ご
夫
人
や
お

嬢
様
、
そ
し
て
志
高
き
女
性
経
営

者
の
皆
様
が
集
い
、
和
や
か
に
活

動
す
る
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

家
族
の
方
々
に
ぜ
ひ
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
し
な
や

か
な
視
点
と
情
熱
を
も
っ
て
、
本

年
も
地
域
貢
献
活
動
を
企
画
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
﨑（
司
会
）

　会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
部
会

の
垣
根
を
超
え
た「
横
の
連
携
」を

目
指
し
、
会
員
の
誰
も
が「
こ
の

街
で
商
売
を
し
て
良
か
っ
た
」と

思
え
る
日
立
市
の
未
来
を
心
待
ち

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日立市の未来像と商工会議所の役割

赤須氏

郡司氏

（※推計は国立社会保障・人口問題研究所による日本の地域別将来推計人口/日立市「まち・ひと・しごと総合戦略 第3期」より）
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新年号企画：2026年新春座談会

　昨年11月の議員改選に伴い、新しい部会長が選任されました。

本年の座談会では、各部会を代表して７部会長、女性会、青年部

が、どのような日立市の未来像を持ち、そのためにどのような活

動に取り組みたいのかをお伺いするとともに、商工会議所の役割

について意見を交わしていただきました。

◇座談会出席者　
　商 業 部 会 長　　赤須　 哲也氏
　工 業 部 会 長　　高橋　 一雄氏
　建 設 業 部 会 長　　三澤　 俊介氏
　観光環衛業部会長　　松山　 圭吾氏
　金融財務業部会長　　三輪　　 護氏
　交通運輸業部会長　　河西　 隆史氏
　文化産業部会長　　郡司　 洋子氏
　女 性 会 会 長　　山本　 美穂氏
　青 年 部 会 長　　清水　 友康氏
◇司会
　情報化委員会委員長　小野﨑 久雅氏

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
皆
様
に
は
、

日
立
市
が
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
、

そ
の
た
め
の
商
工
会
議
所
の
役
割

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
先
行
き
の
不
透
明
な

中
に
あ
っ
て
も
、『
明
る
い
兆
し
』

と
な
る
よ
う
な
最
近
の
地
域
の
話

題
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　近
年
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
を
中

核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
ま
ち
の
活
性
化
を

一
段
と
加
速
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
招
致
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
も
な
く
完
成
す
る

新
球
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
日
立
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
日
立
ア
ル
プ

ス
を
活
用
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
立
市
の
地
形
上
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
し
て
は
厳
し
い
そ
う
で
す

が
、
そ
こ
を
あ
え
て
克
服
し
よ
う

と
挑
戦
す
る
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
か
。
厳
し
い
コ
ー
ス
が
逆
に

本
市
の
魅
力
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　日
立
市
に
人
を
呼
び
込
む
為
に

は
、
観
光
事
業
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
か
み
ね
動
物
園
・
公
園
、

御
岩
神
社
の
一
帯
、
鵜
の
岬
周
辺

な
ど
数
多
く
あ
る
特
徴
的
な
観
光

資
源
を
ル
ー
ト
化
す
る
工
夫
や

P
R
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　既
存
資
源
の
活
用
と
い
う
点
で

は
、
か
み
ね
動
物
園
の「
夜
の
動

物
園
」も
素
晴
ら
し
い
成
功
例
で

す
ね
。
今
あ
る
資
産
を
い
か
に
現

代
的
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
見

せ
方
」を
変
え
て
い
く
か
。
そ
の

創
意
工
夫
こ
そ
が
、
日
立
市
の
新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
原
動
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

高
橋
氏（
工
業
）

　単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま

ら
ず
、
宿
泊
や
飲
食
を
組
み
合
わ

せ
た
経
済
の
循
環
を
創
出
す
る
こ

と
が
、
我
々
産
業
界
の
役
割
で
す
。

地
域
の
資
源
を
い
か
に
し
て「
付

加
価
値
の
高
い
体
験
」へ
と
昇
華

さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
り

ま
す
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　日
立
市
と
日
立
製
作
所
が
主
導

す
る「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
発
祥
の
企
業
が
、
街
の
未
来

の
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
構

想
を
掲
げ
る
の
は
、
極
め
て
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
明

る
い
兆
し
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
再

編
は
、
長
年
、
企
業
城
下
町
と
し

て
歩
ん
で
き
た
本
市
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活

性
化
・
発
展
へ
の
確
か
な
原
動
力

と
し
て
日
立
製
作
所
に
は
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
で
あ
る
脱

炭
素
化
や
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
は
、

持
続
可
能
な
都
市
を
構
築
す
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
特
に
自
動
運
転

技
術
の
実
装
な
ど
は
、
高
齢
化
等

に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
移
動
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。

郡
司
氏（
文
化
）

　交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
本

市
の
未
来
を
左
右
す
る
最
優
先
課

題
で
す
。
私
は
山
側
の
団
地
で
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

の
塾
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
土

日
の
バ
ス
運
休
や
平
日
の
一
時
間

に
一
本
と
い
う
少
な
さ
、
午
後
七

時
の
最
終
バ
ス
と
い
う
現
状
で
は
、

利
便
性
の
欠
如
を
痛
感
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
な
る
技
術

革
新
に
留
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
切

実
な「
生
活
の
現
場
」に
寄
り
添
っ

た
解
決
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
運
転
免

許
を
返
納
し
て
も
、
そ
し
て
子
供

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

等
し
く
社
会
と
繋
が
れ
る
。
そ
ん

な
血
の
通
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
こ
そ
が
、
日
立
市
の
真
の

活
力
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
使
う
人
に

寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
価

値
が
あ
り
ま
す
。
私
は
介
護
士
等

の
育
成
を
行
う
会
社
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
介
護

現
場
に
お
い
て
、
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
等
の
導

入
が
進
め
ば
、
意
欲
あ
る
高
齢
者

が
よ
り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は

本
市
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
極
め
て
前
向
き
な
取
り

組
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、
将
来
的
に

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
4
車
線
化
も
大
き
な
好

機
と
な
り
ま
す
。
私
の
経
営
す
る

飲
食
店
で
も
、
他
県
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
に
は
、
イ
ン
タ
ー

至
近
の「
海
の
近
さ
」に
驚
き
の
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
魅
力
を
活

か
す
に
は
、
国
道
２
４
５
号
線
の

工
事
停
滞
な
ど
イ
ン
フ
ラ
課
題
の

解
消
が
急
務
で
す
。
行
政
と
連
携

し
、
外
か
ら
の
活
力
を
呼
び
込
む

「
玄
関
口
」の
機
能
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　十
王
地
区
に
お
け
る「
道
の
駅
」

の
設
置
な
ど
も
、
高
橋
部
会
長
の

南
の
玄
関
口
に
対
し
て
、
北
の
玄

関
口
の
整
備
と
し
て
、
将
来
性
に

富
む
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
外
の
人
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

強
力
な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
力
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

機
能
集
約
と
共
生
、

　
　
　持
続
可
能
な
未
来

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　日
立
市
が
直
面
し
て
い
る
将
来

の
人
口
推
計
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

現
在
十
六
万
人
を
切
り
、
二
〇
四

〇
年
に
は
約
十
二
万
五
千
人
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
市
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
二
〇
四
〇
年
に
十
三
万
五
千

人
の
維
持
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
こ
の
避
け
ら
れ
な
い
変
化
を

前
提
と
し
た
際
、
日
立
市
は
ど
の

よ
う
な
形
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　人
口
に
見
合
っ
た
規
模
へ
の

「
集
約
化
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
分
母（
人
口
）が
減
る
な
ら

ば
、
商
業
エ
リ
ア
や
街
の
機
能
も

集
約
さ
せ
な
け
れ
ば
、
一
店
あ
た

り
の
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
、
二
十

年
後
に
は
共
倒
れ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
行
政

な
ど
が
主
導
し
て
住
居
や
店
舗
を

特
定
の
拠
点
へ「
集
約
化
」し
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　「
集
約
化
」は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
行
政

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
将
来
的
な
人
口
規
模
へ

「
絞
り
込
む
」こ
と
で
、
市
民
全
員

が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と「
い
い

暮
ら
し
」を
享
受
で
き
る
持
続
可

能
な
街
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
お
い

て「
若
者
を
外
か
ら
呼
び
込
む
」と

い
う
、
全
国
的
な
争
奪
戦
に
終
始

す
る
考
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
こ

こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
、
つ
ま

り「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
結
果
と

し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
最

も
緩
や
か
に
す
る
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　山
側
の
団
地
は
、
海
を
見
下
ろ

す
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
こ
こ

に
病
院
等
の
機
能
を
集
約
し
て
、

あ
え
て
高
齢
者
の
た
め
の「
終
の

棲
家
」を
つ
く
る
こ
と
で
、
市
外

の
方
も
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
形

成
さ
れ
た
街
の
熱
量
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　最
近
で
は
、
二
十
代
か
ら
三
十

代
の
若
手
が
新
し
く
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
非
常

に
良
い
傾
向
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
よ
う
な
新
し
い
挑
戦
を
、

バ
ラ
バ
ラ
の
場
所
で
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
集
約
さ
れ
た
拠
点

で
支
援
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
構

造
を
作
る
こ
と
で
、
日
立
市
は
再

び
商
売
の
成
り
立
つ
、
活
力
あ
る

街
へ
と
再
生
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　こ
の「
集
約
」と
い
う
考
え
方
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
応
用
で
き

そ
う
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　そ
う
で
す
ね
。
無
理
に
毎
年
開

催
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
拠

点
を
絞
っ
て
持
ち
回
り
に
す
る
こ

と
で
、
一
回
あ
た
り
の
質
や
規
模

を
維
持
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　観
光
環
衛
業
部
会
が
実
施
し
て

い
る「
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
」な
ど
も
、

ま
さ
に
そ
の
考
え
方
で
す
よ
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　は
い
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
は
日
立
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
来
は
多
賀

地
区
、
大
み
か
地
区
の
市
内
3
か

所
で
、
持
ち
回
り
開
催
す
る
形
が

ベ
ー
ス
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
店
主
の

高
齢
化
や
廃
業
が
進
み
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
店
舗
間
の
距
離
が
遠

い
な
ど
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

空
き
家
を「
負
の
遺
産
」

　か
ら「
共
生
の
拠
点
」へ

松
山
氏（
観
光
）

　先
ほ
ど
か
ら
人
口
減
少
の
課
題

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
視
点

を
変
え
れ
ば
、
日
立
市
に
は
ま
だ

活
か
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な「
財

産
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
市
で
学
ぶ
学
生
の
存

在
で
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　茨
城
大
学
工
学
部
や
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
な
ど
、
日
立
市
に
は

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
四

年
間
を
過
ご
す
だ
け
の
場
所
」に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

松
山
氏（
観
光
）

　実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
学
業
の
傍
ら
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾
な
ど
、
我
々

サ
ー
ビ
ス
業
界
の
最
前
線
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
存

在
で
す
。
私
は
、
彼
ら
を
単
な
る

「
一
時
的
な
居
住
者
」と
し
て
で
は

な
く
、「
街
の
未
来
を
共
に
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、
も
っ
と

大
切
に
遇
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　そ
の
大
切
に
遇
す
具
体
的
な
策

の
一
つ
が
、
住
環
境
の
整
備
で
す

ね
。
我
々
建
築
士
会
で
は
西
成
沢

町
に
お
い
て
、
実
験
的
に
、
空
き

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
し
て
学
生

さ
ん
に
住
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　市
内
の
宿
泊
施
設
の
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
中
で
、
民
間
の
空

き
家
を
柔
軟
に
活
用
す
る
発
想
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
立
に
不
可
欠
で
す
。

問
題
解
決
に
時
間
を
か
け
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
資
源
を

ど
う
動
か
す
か
が
重
要
で
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　単
に
安
い
住
居
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に「
地
域
と
の
繋
が

り
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
時
代
に
街
の
良
さ
や
住
み
や

す
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
愛
着
を
感
じ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　ま
さ
に
そ
こ
が
肝
心
で
す
。
大

阪
で
は
、
古
い
団
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
と
若
者
世
代
や
学
生
が
共

生
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ

せ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。 

日
立

で
も
、
空
き
家
や
団
地
を
単
な
る

「
ハ
コ
」と
し
て
修
繕
す
る
の
で
は

な
く
、
多
世
代
が
自
然
に
交
流
し
、

見
守
り
合
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
共
生
社

会
」と
し
て
再
構
成
で
き
な
い
か
。

我
々
建
設
業
界
か
ら
は
、
そ
う
し

た
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た「
挑
戦
的
な
試
行
」を
許
容
す

る
土
壌
を
、
我
々
が
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郡
司
氏（
文
化
）

　三
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
が
、
山
側
団
地
の
現
状
は
深

刻
で
す
。
か
つ
て
は
子
育
て
に
最

適
な
環
境
で
し
た
が
、
今
や
空
き

家
が
目
立
ち
、
平
日
の
バ
ス
す
ら

一
時
間
に
一
本
と
い
う
状
況
で
、

若
者
は
進
学
で
市
外
に
流
出
し
、

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
共
生
の
拠
点

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
移
動
手

段
や「
日
立
で
学
び
続
け
ら
れ
る

環
境
」ま
で
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　私
が
10
年
に
わ
た
り
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た「
子
供
食
堂
」は
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
さ

ん
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
中

で
も
、
利
用
登
録
を
さ
れ
る
方
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
不
足
な
ど
様
々

な
格
差
に
直
面
す
る
現
実
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　子
育
て
し
や
す
い
街
を
標
榜
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
公
園
に
駐

車
場
を
整
備
し
、
お
母
様
方
が
安

心
し
て
子
供
を
連
れ
出
せ
る
よ
う

な
、「
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重

ね
」も
不
可
欠
で
す
。

河
西
氏（
交
通
） 

　地
形
的
に
山
側
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
日
立
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
す
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
謳

う
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
不
便
さ

を
訴
え
る
高
齢
者
が
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
を
使
え
る
の
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
実
際
に
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
、
生
活

の
質（
Q
O
L
）に
直
結
す
る
視
点

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
日

立
で「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」も
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
施
設

が
極
め
て
少
な
い
現
状
は
、
市
民

の
愛
着
を
削
ぐ
大
き
な
要
因
で
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　日
立
市
は
、
年
度
末
の
保
育
園

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
期
中
で
の
入
所
は
、
ま
だ
不

足
し
て
い
て
、
当
社
の
社
員
も
結

果
と
し
て
育
児
休
暇
を
延
長
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
子
育
て

環
境
の
整
備
不
足
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
影
響
し
、
結
果
若
者
が
市
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
金
融
・
財
務
の
側
面
か

ら
地
域
経
済
の
土
壌
を
耕
し
、
企

業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
孤
独
死
と
い

っ
た
社
会
不
安
も
解
消
に
向
か
い

ま
す
ね
。
学
生
の
活
力
が
街
に
溶

け
込
み
、
高
齢
者
の
知
恵
と
交
差

す
る
。
そ
う
し
た「
共
生
」の
風
景

こ
そ
、
我
々
が
描
く
べ
き
コ
ン
パ

ク
ト
で
温
か
み

の
あ
る
日
立
市

の
未
来
像
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
議
所
の
役
割
と
は

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
立
市
の
直

面
す
る
課
題
と
未
来
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

座
談
会
の
締
め
括
り
と
し
て
、

我
々
商
工
会
議
所
が
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
新
体
制
の
下

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
各
部
会

長
の
皆
様
に
、
そ
の
決
意
と
展
望

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　こ
れ
ま
で
の
商
工
会
議
所
の
部

会
活
動
は
、
ど
う
し
て
も
部
会
ご

と
の「
縦
軸
」で
の
活
動
が
中
心
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

街
の
課
題
は
複
数
の
業
種
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、

異
な
る
業
種
が
一
同
に
介
し
、
日

立
市
を
ど
う
す
る
か
を「
横
軸
」で

議
論
し
、
事
務
局
の
方
々
に
も
、

も
っ
と
議
論
の
核
心
に
入
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
運
輸
業

部
会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　建
設
業
部
会
で
は
、
今
後
、
実

施
す
る
事
業
ご
と
に
活
動
主
体
と

な
る
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
業
種

が
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
D
X
に

部
会
と
し
て
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
W
G
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
声
を
拾
い

上
げ
、
打
開
策
を
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　商
工
会
議
所
の
重
要
な
役
割
は
、

渋
滞
解
消
や
宿
泊
施
設
不
足
と
い

っ
た
切
実
な
現
場
の
声
を
整
理
し
、

行
政
へ
提
言
す
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
予
算
や
計
画
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
を
責
任
持
っ
て

「
検
証
」し
続
け
る
仕
組
み
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　わ
た
し
は
昨
年
ま
で
、
１
号
議

員
と
し
て
商
工
会
議
所
の
活
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
商

工
会
議
所
そ
の
も
の
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
今
年
一
年
は
ま
ず

勉
強
し
、
来
年
以
降
、
取
り
掛
か

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
部
会
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
う
い
う
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　私
の
所
属
す
る「
商
業
部
会
」と

松
山
部
会
長
の「
観
光
環
衛
業
部

会
」は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

部
会
の
枠
を
越
え「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
や
「
産
業
祭
」
に
続
く
、
日
立

の
新
た
な
柱
と
な
る
よ
う
な
３
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
創
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
S
N
S
で
の
発
信
が
飲

食
業
で
も
小
売
業
で
も
有
効
な
宣

伝
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

宣
伝
効
果
や
、
ど
う
い
う
発
信
の

仕
方
が
1
番
人
の
心
に
響
く
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
、

市
内
全
体
へ
広
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　観
光
環
衛
業
部
会
は
、
賑
わ
い

づ
く
り
と
、
地
産
地
消
、
観
光
の

３
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
産
地
消
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
た

と
え
ば「
日
立
市
の
お
魚
の
日
」、

地
元
で
と
れ
た
お
魚
を
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
日
を
設
定

し
て
、
ま
ず
地
元
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
学
校
給
食
で
も
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。「
食
育
」

は
と
て
も
大
切
で
、
次
世
代
を
担

う
子
供
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
も
深

く
残
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す

る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
、

も
っ
と
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個

人
事
業
主
に
と
っ
て
月
々
千
円
の

会
費
で
、
融
資
の
支
援
や
確
定
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
絶
大
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
ず
に「
商
工
会
議
所
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」と
疑

問
を
持
つ
同
業
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
書
面
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽

に
視
聴
で
き
る
一
、
二
分
の
短
い

動
画
な
ど
を
活
用
し
、
視
覚
的
に

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
べ
き
で

す
。
周
知
の
方
法
を
現
代
化
し
、

広
報
活
動
に
も
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小野﨑氏

山本氏

三輪氏

松山氏

高橋氏

三澤氏

河西氏

清水氏

郡
司
氏（
文
化
）

　会
員
の
皆
様
が「
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
心
か

ら
実
感
で
き
る
実
利
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
課
題
解

決
は
重
要
で
す
。
山
側
団
地
で
バ

ス
を
待
つ
高
齢
者
の
切
実
な
姿
や
、

若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
す
る
中
で
、
我
々
が

「
生
活
の
質
」を
高
め
る
た
め
の
土

壌
を
ど
う
整
え
る
か
。
会
員
同
士

が「
自
分
の
身
に
な
る
」と
感
じ
ら

れ
る
交
流
を
通
じ
、
熱
意
を
持
っ

て
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　郡
司
部
会
長
が
提
起
さ
れ
た
よ

う
な『
生
活
の
質
の
向
上
』や『
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
』は
、
巡
り
巡
っ

て
地
域
全
体
の
購
買
力
を
支
え
、

経
済
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
が
商
工
会
議
所

に
籍
を
置
く
最
大
の
動
機
は
、
究

極
的
に
は『
商
売
が
儲
か
る
こ
と
』

に
あ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

単
な
る
親
睦
に
留
ま
ら
ず
、
部
会

間
の
横
の
連
携
を
深
め
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
や
支
援
に
繋

げ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
会
員

が
最
も
熱
望
す
る『
目
に
見
え
る

実
利
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

三
輪
氏（
金
融
）

　銀
行
と
し
て
地
域
企
業
の
相
談

を
受
け
る
中
で
痛
感
し
て
い
る
の

は
、
日
立
市
に
は
新
た
に
工
場
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
な
平
地
が
、
も

は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
切
実
な
課
題
で
す
。

　日
立
市
は
南
北
に
細
長
く
、
少

な
い
平
地
に
は
す
で
に
工
場
が
建

っ
て
い
る
た
め
、
か
つ
て
の
人
々

は
山
側
に
住
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
、
市
内
の
工
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う

に
工
場
や
協
力
会
社
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
人
口
を
押
し
上
げ
て
い
た

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
工
場
が
撤

退
し
た
後
の
土
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
非
常
に「
も
っ
た
い
な
い
」こ

と
で
す
。

　デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み「
ど
こ
で

も
働
け
る
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

街
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も「
工
業

こ
そ
が
街
の
核
」で
あ
る
と
い
う

原
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
製
造
業
の
集
積
は
日
立
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
核

と
な
る
産
業
が
再
び
成
長
し
、
活

力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
平
地
や
跡
地
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
立
市
の

活
気
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　金
融
機
関
は
連
携
し
て
何
か
を

す
る
と
い
う
機
会
も
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
金
融
財

務
業
部
会
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
伴
走
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　現
在
青
年
部
の
会
員
は
77
名
で
、

親
会
で
あ
る
会
議
所
の
会
員
数
は

約
3
0
0
0
社
。
全
国
的
に
は
、

親
会
の
１
％
が
青
年
部
と
言
わ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
、
事
業
を
行
う

上
で
、
1
0
0
名
を
超
え
れ
ば
、

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
親
族

の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
親
会
の
意
向

に
合
わ
せ
た
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
青
年
部
の
想

い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
は
、
青
年
部

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
日
立
市

で
開
催
致
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
88
青
年
部
の
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
日
立
で
開
催
さ
れ

る
88
年
に
1
回
の
機
会
で
す
。
場

所
は
、
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
2
0
0
0
〜

2
5
0
0
名
を
招
致
す
る
規
模
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
立
の
価
値

を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
、
次
世

代
が「
こ
の
街
で
商
売
を
し
た
い
」

と
思
え
る
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本（
女
性
会
）

　女
性
会
は
来
年
、
設
立
50
周
年

と
い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
次
世
代
へ
と
繋

ぐ
た
め
、
現
在
、
会
員
増
強
に
全

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
ご
夫
人
や
お

嬢
様
、
そ
し
て
志
高
き
女
性
経
営

者
の
皆
様
が
集
い
、
和
や
か
に
活

動
す
る
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

家
族
の
方
々
に
ぜ
ひ
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
し
な
や

か
な
視
点
と
情
熱
を
も
っ
て
、
本

年
も
地
域
貢
献
活
動
を
企
画
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
﨑（
司
会
）

　会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
部
会

の
垣
根
を
超
え
た「
横
の
連
携
」を

目
指
し
、
会
員
の
誰
も
が「
こ
の

街
で
商
売
を
し
て
良
か
っ
た
」と

思
え
る
日
立
市
の
未
来
を
心
待
ち

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日立市の未来像と商工会議所の役割

赤須氏

郡司氏

（※推計は国立社会保障・人口問題研究所による日本の地域別将来推計人口/日立市「まち・ひと・しごと総合戦略 第3期」より）
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新年号企画：2026年新春座談会

　昨年11月の議員改選に伴い、新しい部会長が選任されました。

本年の座談会では、各部会を代表して７部会長、女性会、青年部

が、どのような日立市の未来像を持ち、そのためにどのような活

動に取り組みたいのかをお伺いするとともに、商工会議所の役割

について意見を交わしていただきました。

◇座談会出席者　
　商 業 部 会 長　　赤須　 哲也氏
　工 業 部 会 長　　高橋　 一雄氏
　建 設 業 部 会 長　　三澤　 俊介氏
　観光環衛業部会長　　松山　 圭吾氏
　金融財務業部会長　　三輪　　 護氏
　交通運輸業部会長　　河西　 隆史氏
　文化産業部会長　　郡司　 洋子氏
　女 性 会 会 長　　山本　 美穂氏
　青 年 部 会 長　　清水　 友康氏
◇司会
　情報化委員会委員長　小野﨑 久雅氏

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
皆
様
に
は
、

日
立
市
が
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
、

そ
の
た
め
の
商
工
会
議
所
の
役
割

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
先
行
き
の
不
透
明
な

中
に
あ
っ
て
も
、『
明
る
い
兆
し
』

と
な
る
よ
う
な
最
近
の
地
域
の
話

題
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　近
年
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
を
中

核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
ま
ち
の
活
性
化
を

一
段
と
加
速
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
招
致
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
も
な
く
完
成
す
る

新
球
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
日
立
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
日
立
ア
ル
プ

ス
を
活
用
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
立
市
の
地
形
上
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
し
て
は
厳
し
い
そ
う
で
す

が
、
そ
こ
を
あ
え
て
克
服
し
よ
う

と
挑
戦
す
る
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
か
。
厳
し
い
コ
ー
ス
が
逆
に

本
市
の
魅
力
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　日
立
市
に
人
を
呼
び
込
む
為
に

は
、
観
光
事
業
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
か
み
ね
動
物
園
・
公
園
、

御
岩
神
社
の
一
帯
、
鵜
の
岬
周
辺

な
ど
数
多
く
あ
る
特
徴
的
な
観
光

資
源
を
ル
ー
ト
化
す
る
工
夫
や

P
R
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　既
存
資
源
の
活
用
と
い
う
点
で

は
、
か
み
ね
動
物
園
の「
夜
の
動

物
園
」も
素
晴
ら
し
い
成
功
例
で

す
ね
。
今
あ
る
資
産
を
い
か
に
現

代
的
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
見

せ
方
」を
変
え
て
い
く
か
。
そ
の

創
意
工
夫
こ
そ
が
、
日
立
市
の
新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
原
動
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

高
橋
氏（
工
業
）

　単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま

ら
ず
、
宿
泊
や
飲
食
を
組
み
合
わ

せ
た
経
済
の
循
環
を
創
出
す
る
こ

と
が
、
我
々
産
業
界
の
役
割
で
す
。

地
域
の
資
源
を
い
か
に
し
て「
付

加
価
値
の
高
い
体
験
」へ
と
昇
華

さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
り

ま
す
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　日
立
市
と
日
立
製
作
所
が
主
導

す
る「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
発
祥
の
企
業
が
、
街
の
未
来

の
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
構

想
を
掲
げ
る
の
は
、
極
め
て
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
明

る
い
兆
し
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
再

編
は
、
長
年
、
企
業
城
下
町
と
し

て
歩
ん
で
き
た
本
市
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活

性
化
・
発
展
へ
の
確
か
な
原
動
力

と
し
て
日
立
製
作
所
に
は
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
で
あ
る
脱

炭
素
化
や
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
は
、

持
続
可
能
な
都
市
を
構
築
す
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
特
に
自
動
運
転

技
術
の
実
装
な
ど
は
、
高
齢
化
等

に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
移
動
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。

郡
司
氏（
文
化
）

　交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
本

市
の
未
来
を
左
右
す
る
最
優
先
課

題
で
す
。
私
は
山
側
の
団
地
で
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

の
塾
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
土

日
の
バ
ス
運
休
や
平
日
の
一
時
間

に
一
本
と
い
う
少
な
さ
、
午
後
七

時
の
最
終
バ
ス
と
い
う
現
状
で
は
、

利
便
性
の
欠
如
を
痛
感
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
な
る
技
術

革
新
に
留
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
切

実
な「
生
活
の
現
場
」に
寄
り
添
っ

た
解
決
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
運
転
免

許
を
返
納
し
て
も
、
そ
し
て
子
供

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

等
し
く
社
会
と
繋
が
れ
る
。
そ
ん

な
血
の
通
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
こ
そ
が
、
日
立
市
の
真
の

活
力
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
使
う
人
に

寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
価

値
が
あ
り
ま
す
。
私
は
介
護
士
等

の
育
成
を
行
う
会
社
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
介
護

現
場
に
お
い
て
、
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
等
の
導

入
が
進
め
ば
、
意
欲
あ
る
高
齢
者

が
よ
り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は

本
市
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
極
め
て
前
向
き
な
取
り

組
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、
将
来
的
に

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
4
車
線
化
も
大
き
な
好

機
と
な
り
ま
す
。
私
の
経
営
す
る

飲
食
店
で
も
、
他
県
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
に
は
、
イ
ン
タ
ー

至
近
の「
海
の
近
さ
」に
驚
き
の
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
魅
力
を
活

か
す
に
は
、
国
道
２
４
５
号
線
の

工
事
停
滞
な
ど
イ
ン
フ
ラ
課
題
の

解
消
が
急
務
で
す
。
行
政
と
連
携

し
、
外
か
ら
の
活
力
を
呼
び
込
む

「
玄
関
口
」の
機
能
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　十
王
地
区
に
お
け
る「
道
の
駅
」

の
設
置
な
ど
も
、
高
橋
部
会
長
の

南
の
玄
関
口
に
対
し
て
、
北
の
玄

関
口
の
整
備
と
し
て
、
将
来
性
に

富
む
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
外
の
人
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

強
力
な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
力
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

機
能
集
約
と
共
生
、

　
　
　持
続
可
能
な
未
来

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　日
立
市
が
直
面
し
て
い
る
将
来

の
人
口
推
計
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

現
在
十
六
万
人
を
切
り
、
二
〇
四

〇
年
に
は
約
十
二
万
五
千
人
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
市
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
二
〇
四
〇
年
に
十
三
万
五
千

人
の
維
持
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
こ
の
避
け
ら
れ
な
い
変
化
を

前
提
と
し
た
際
、
日
立
市
は
ど
の

よ
う
な
形
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　人
口
に
見
合
っ
た
規
模
へ
の

「
集
約
化
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
分
母（
人
口
）が
減
る
な
ら

ば
、
商
業
エ
リ
ア
や
街
の
機
能
も

集
約
さ
せ
な
け
れ
ば
、
一
店
あ
た

り
の
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
、
二
十

年
後
に
は
共
倒
れ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
行
政

な
ど
が
主
導
し
て
住
居
や
店
舗
を

特
定
の
拠
点
へ「
集
約
化
」し
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　「
集
約
化
」は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
行
政

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
将
来
的
な
人
口
規
模
へ

「
絞
り
込
む
」こ
と
で
、
市
民
全
員

が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と「
い
い

暮
ら
し
」を
享
受
で
き
る
持
続
可

能
な
街
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
お
い

て「
若
者
を
外
か
ら
呼
び
込
む
」と

い
う
、
全
国
的
な
争
奪
戦
に
終
始

す
る
考
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
こ

こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
、
つ
ま

り「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
結
果
と

し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
最

も
緩
や
か
に
す
る
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　山
側
の
団
地
は
、
海
を
見
下
ろ

す
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
こ
こ

に
病
院
等
の
機
能
を
集
約
し
て
、

あ
え
て
高
齢
者
の
た
め
の「
終
の

棲
家
」を
つ
く
る
こ
と
で
、
市
外

の
方
も
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
形

成
さ
れ
た
街
の
熱
量
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　最
近
で
は
、
二
十
代
か
ら
三
十

代
の
若
手
が
新
し
く
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
非
常

に
良
い
傾
向
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
よ
う
な
新
し
い
挑
戦
を
、

バ
ラ
バ
ラ
の
場
所
で
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
集
約
さ
れ
た
拠
点

で
支
援
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
構

造
を
作
る
こ
と
で
、
日
立
市
は
再

び
商
売
の
成
り
立
つ
、
活
力
あ
る

街
へ
と
再
生
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　こ
の「
集
約
」と
い
う
考
え
方
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
応
用
で
き

そ
う
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　そ
う
で
す
ね
。
無
理
に
毎
年
開

催
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
拠

点
を
絞
っ
て
持
ち
回
り
に
す
る
こ

と
で
、
一
回
あ
た
り
の
質
や
規
模

を
維
持
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　観
光
環
衛
業
部
会
が
実
施
し
て

い
る「
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
」な
ど
も
、

ま
さ
に
そ
の
考
え
方
で
す
よ
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　は
い
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
は
日
立
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
来
は
多
賀

地
区
、
大
み
か
地
区
の
市
内
3
か

所
で
、
持
ち
回
り
開
催
す
る
形
が

ベ
ー
ス
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
店
主
の

高
齢
化
や
廃
業
が
進
み
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
店
舗
間
の
距
離
が
遠

い
な
ど
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

空
き
家
を「
負
の
遺
産
」

　か
ら「
共
生
の
拠
点
」へ

松
山
氏（
観
光
）

　先
ほ
ど
か
ら
人
口
減
少
の
課
題

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
視
点

を
変
え
れ
ば
、
日
立
市
に
は
ま
だ

活
か
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な「
財

産
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
市
で
学
ぶ
学
生
の
存

在
で
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　茨
城
大
学
工
学
部
や
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
な
ど
、
日
立
市
に
は

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
四

年
間
を
過
ご
す
だ
け
の
場
所
」に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

松
山
氏（
観
光
）

　実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
学
業
の
傍
ら
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾
な
ど
、
我
々

サ
ー
ビ
ス
業
界
の
最
前
線
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
存

在
で
す
。
私
は
、
彼
ら
を
単
な
る

「
一
時
的
な
居
住
者
」と
し
て
で
は

な
く
、「
街
の
未
来
を
共
に
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、
も
っ
と

大
切
に
遇
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　そ
の
大
切
に
遇
す
具
体
的
な
策

の
一
つ
が
、
住
環
境
の
整
備
で
す

ね
。
我
々
建
築
士
会
で
は
西
成
沢

町
に
お
い
て
、
実
験
的
に
、
空
き

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
し
て
学
生

さ
ん
に
住
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　市
内
の
宿
泊
施
設
の
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
中
で
、
民
間
の
空

き
家
を
柔
軟
に
活
用
す
る
発
想
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
立
に
不
可
欠
で
す
。

問
題
解
決
に
時
間
を
か
け
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
資
源
を

ど
う
動
か
す
か
が
重
要
で
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　単
に
安
い
住
居
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に「
地
域
と
の
繋
が

り
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
時
代
に
街
の
良
さ
や
住
み
や

す
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
愛
着
を
感
じ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　ま
さ
に
そ
こ
が
肝
心
で
す
。
大

阪
で
は
、
古
い
団
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
と
若
者
世
代
や
学
生
が
共

生
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ

せ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。 

日
立

で
も
、
空
き
家
や
団
地
を
単
な
る

「
ハ
コ
」と
し
て
修
繕
す
る
の
で
は

な
く
、
多
世
代
が
自
然
に
交
流
し
、

見
守
り
合
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
共
生
社

会
」と
し
て
再
構
成
で
き
な
い
か
。

我
々
建
設
業
界
か
ら
は
、
そ
う
し

た
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た「
挑
戦
的
な
試
行
」を
許
容
す

る
土
壌
を
、
我
々
が
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郡
司
氏（
文
化
）

　三
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
が
、
山
側
団
地
の
現
状
は
深

刻
で
す
。
か
つ
て
は
子
育
て
に
最

適
な
環
境
で
し
た
が
、
今
や
空
き

家
が
目
立
ち
、
平
日
の
バ
ス
す
ら

一
時
間
に
一
本
と
い
う
状
況
で
、

若
者
は
進
学
で
市
外
に
流
出
し
、

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
共
生
の
拠
点

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
移
動
手

段
や「
日
立
で
学
び
続
け
ら
れ
る

環
境
」ま
で
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　私
が
10
年
に
わ
た
り
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た「
子
供
食
堂
」は
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
さ

ん
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
中

で
も
、
利
用
登
録
を
さ
れ
る
方
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
不
足
な
ど
様
々

な
格
差
に
直
面
す
る
現
実
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　子
育
て
し
や
す
い
街
を
標
榜
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
公
園
に
駐

車
場
を
整
備
し
、
お
母
様
方
が
安

心
し
て
子
供
を
連
れ
出
せ
る
よ
う

な
、「
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重

ね
」も
不
可
欠
で
す
。

河
西
氏（
交
通
） 

　地
形
的
に
山
側
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
日
立
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
す
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
謳

う
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
不
便
さ

を
訴
え
る
高
齢
者
が
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
を
使
え
る
の
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
実
際
に
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
、
生
活

の
質（
Q
O
L
）に
直
結
す
る
視
点

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
日

立
で「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」も
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
施
設

が
極
め
て
少
な
い
現
状
は
、
市
民

の
愛
着
を
削
ぐ
大
き
な
要
因
で
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　日
立
市
は
、
年
度
末
の
保
育
園

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
期
中
で
の
入
所
は
、
ま
だ
不

足
し
て
い
て
、
当
社
の
社
員
も
結

果
と
し
て
育
児
休
暇
を
延
長
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
子
育
て

環
境
の
整
備
不
足
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
影
響
し
、
結
果
若
者
が
市
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
金
融
・
財
務
の
側
面
か

ら
地
域
経
済
の
土
壌
を
耕
し
、
企

業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
孤
独
死
と
い

っ
た
社
会
不
安
も
解
消
に
向
か
い

ま
す
ね
。
学
生
の
活
力
が
街
に
溶

け
込
み
、
高
齢
者
の
知
恵
と
交
差

す
る
。
そ
う
し
た「
共
生
」の
風
景

こ
そ
、
我
々
が
描
く
べ
き
コ
ン
パ

ク
ト
で
温
か
み

の
あ
る
日
立
市

の
未
来
像
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
議
所
の
役
割
と
は

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
立
市
の
直

面
す
る
課
題
と
未
来
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

座
談
会
の
締
め
括
り
と
し
て
、

我
々
商
工
会
議
所
が
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
新
体
制
の
下

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
各
部
会

長
の
皆
様
に
、
そ
の
決
意
と
展
望

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　こ
れ
ま
で
の
商
工
会
議
所
の
部

会
活
動
は
、
ど
う
し
て
も
部
会
ご

と
の「
縦
軸
」で
の
活
動
が
中
心
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

街
の
課
題
は
複
数
の
業
種
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、

異
な
る
業
種
が
一
同
に
介
し
、
日

立
市
を
ど
う
す
る
か
を「
横
軸
」で

議
論
し
、
事
務
局
の
方
々
に
も
、

も
っ
と
議
論
の
核
心
に
入
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
運
輸
業

部
会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　建
設
業
部
会
で
は
、
今
後
、
実

施
す
る
事
業
ご
と
に
活
動
主
体
と

な
る
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
業
種

が
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
D
X
に

部
会
と
し
て
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
W
G
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
声
を
拾
い

上
げ
、
打
開
策
を
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　商
工
会
議
所
の
重
要
な
役
割
は
、

渋
滞
解
消
や
宿
泊
施
設
不
足
と
い

っ
た
切
実
な
現
場
の
声
を
整
理
し
、

行
政
へ
提
言
す
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
予
算
や
計
画
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
を
責
任
持
っ
て

「
検
証
」し
続
け
る
仕
組
み
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　わ
た
し
は
昨
年
ま
で
、
１
号
議

員
と
し
て
商
工
会
議
所
の
活
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
商

工
会
議
所
そ
の
も
の
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
今
年
一
年
は
ま
ず

勉
強
し
、
来
年
以
降
、
取
り
掛
か

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
部
会
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
う
い
う
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　私
の
所
属
す
る「
商
業
部
会
」と

松
山
部
会
長
の「
観
光
環
衛
業
部

会
」は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

部
会
の
枠
を
越
え「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
や
「
産
業
祭
」
に
続
く
、
日
立

の
新
た
な
柱
と
な
る
よ
う
な
３
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
創
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
S
N
S
で
の
発
信
が
飲

食
業
で
も
小
売
業
で
も
有
効
な
宣

伝
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

宣
伝
効
果
や
、
ど
う
い
う
発
信
の

仕
方
が
1
番
人
の
心
に
響
く
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
、

市
内
全
体
へ
広
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　観
光
環
衛
業
部
会
は
、
賑
わ
い

づ
く
り
と
、
地
産
地
消
、
観
光
の

３
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
産
地
消
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
た

と
え
ば「
日
立
市
の
お
魚
の
日
」、

地
元
で
と
れ
た
お
魚
を
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
日
を
設
定

し
て
、
ま
ず
地
元
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
学
校
給
食
で
も
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。「
食
育
」

は
と
て
も
大
切
で
、
次
世
代
を
担

う
子
供
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
も
深

く
残
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す

る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
、

も
っ
と
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個

人
事
業
主
に
と
っ
て
月
々
千
円
の

会
費
で
、
融
資
の
支
援
や
確
定
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
絶
大
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
ず
に「
商
工
会
議
所
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」と
疑

問
を
持
つ
同
業
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
書
面
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽

に
視
聴
で
き
る
一
、
二
分
の
短
い

動
画
な
ど
を
活
用
し
、
視
覚
的
に

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
べ
き
で

す
。
周
知
の
方
法
を
現
代
化
し
、

広
報
活
動
に
も
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小野﨑氏

山本氏

三輪氏

松山氏

高橋氏

三澤氏

河西氏

清水氏

郡
司
氏（
文
化
）

　会
員
の
皆
様
が「
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
心
か

ら
実
感
で
き
る
実
利
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
課
題
解

決
は
重
要
で
す
。
山
側
団
地
で
バ

ス
を
待
つ
高
齢
者
の
切
実
な
姿
や
、

若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
す
る
中
で
、
我
々
が

「
生
活
の
質
」を
高
め
る
た
め
の
土

壌
を
ど
う
整
え
る
か
。
会
員
同
士

が「
自
分
の
身
に
な
る
」と
感
じ
ら

れ
る
交
流
を
通
じ
、
熱
意
を
持
っ

て
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　郡
司
部
会
長
が
提
起
さ
れ
た
よ

う
な『
生
活
の
質
の
向
上
』や『
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
』は
、
巡
り
巡
っ

て
地
域
全
体
の
購
買
力
を
支
え
、

経
済
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
が
商
工
会
議
所

に
籍
を
置
く
最
大
の
動
機
は
、
究

極
的
に
は『
商
売
が
儲
か
る
こ
と
』

に
あ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

単
な
る
親
睦
に
留
ま
ら
ず
、
部
会

間
の
横
の
連
携
を
深
め
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
や
支
援
に
繋

げ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
会
員

が
最
も
熱
望
す
る『
目
に
見
え
る

実
利
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

三
輪
氏（
金
融
）

　銀
行
と
し
て
地
域
企
業
の
相
談

を
受
け
る
中
で
痛
感
し
て
い
る
の

は
、
日
立
市
に
は
新
た
に
工
場
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
な
平
地
が
、
も

は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
切
実
な
課
題
で
す
。

　日
立
市
は
南
北
に
細
長
く
、
少

な
い
平
地
に
は
す
で
に
工
場
が
建

っ
て
い
る
た
め
、
か
つ
て
の
人
々

は
山
側
に
住
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
、
市
内
の
工
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う

に
工
場
や
協
力
会
社
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
人
口
を
押
し
上
げ
て
い
た

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
工
場
が
撤

退
し
た
後
の
土
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
非
常
に「
も
っ
た
い
な
い
」こ

と
で
す
。

　デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み「
ど
こ
で

も
働
け
る
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

街
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も「
工
業

こ
そ
が
街
の
核
」で
あ
る
と
い
う

原
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
製
造
業
の
集
積
は
日
立
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
核

と
な
る
産
業
が
再
び
成
長
し
、
活

力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
平
地
や
跡
地
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
立
市
の

活
気
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　金
融
機
関
は
連
携
し
て
何
か
を

す
る
と
い
う
機
会
も
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
金
融
財

務
業
部
会
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
伴
走
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　現
在
青
年
部
の
会
員
は
77
名
で
、

親
会
で
あ
る
会
議
所
の
会
員
数
は

約
3
0
0
0
社
。
全
国
的
に
は
、

親
会
の
１
％
が
青
年
部
と
言
わ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
、
事
業
を
行
う

上
で
、
1
0
0
名
を
超
え
れ
ば
、

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
親
族

の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
親
会
の
意
向

に
合
わ
せ
た
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
青
年
部
の
想

い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
は
、
青
年
部

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
日
立
市

で
開
催
致
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
88
青
年
部
の
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
日
立
で
開
催
さ
れ

る
88
年
に
1
回
の
機
会
で
す
。
場

所
は
、
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
2
0
0
0
〜

2
5
0
0
名
を
招
致
す
る
規
模
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
立
の
価
値

を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
、
次
世

代
が「
こ
の
街
で
商
売
を
し
た
い
」

と
思
え
る
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本（
女
性
会
）

　女
性
会
は
来
年
、
設
立
50
周
年

と
い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
次
世
代
へ
と
繋

ぐ
た
め
、
現
在
、
会
員
増
強
に
全

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
ご
夫
人
や
お

嬢
様
、
そ
し
て
志
高
き
女
性
経
営

者
の
皆
様
が
集
い
、
和
や
か
に
活

動
す
る
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

家
族
の
方
々
に
ぜ
ひ
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
し
な
や

か
な
視
点
と
情
熱
を
も
っ
て
、
本

年
も
地
域
貢
献
活
動
を
企
画
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
﨑（
司
会
）

　会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
部
会

の
垣
根
を
超
え
た「
横
の
連
携
」を

目
指
し
、
会
員
の
誰
も
が「
こ
の

街
で
商
売
を
し
て
良
か
っ
た
」と

思
え
る
日
立
市
の
未
来
を
心
待
ち

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日立市の未来像と商工会議所の役割

赤須氏

郡司氏

（※推計は国立社会保障・人口問題研究所による日本の地域別将来推計人口/日立市「まち・ひと・しごと総合戦略 第3期」より）
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新年号企画：2026年新春座談会

　昨年11月の議員改選に伴い、新しい部会長が選任されました。

本年の座談会では、各部会を代表して７部会長、女性会、青年部

が、どのような日立市の未来像を持ち、そのためにどのような活

動に取り組みたいのかをお伺いするとともに、商工会議所の役割

について意見を交わしていただきました。

◇座談会出席者　
　商 業 部 会 長　　赤須　 哲也氏
　工 業 部 会 長　　高橋　 一雄氏
　建 設 業 部 会 長　　三澤　 俊介氏
　観光環衛業部会長　　松山　 圭吾氏
　金融財務業部会長　　三輪　　 護氏
　交通運輸業部会長　　河西　 隆史氏
　文化産業部会長　　郡司　 洋子氏
　女 性 会 会 長　　山本　 美穂氏
　青 年 部 会 長　　清水　 友康氏
◇司会
　情報化委員会委員長　小野﨑 久雅氏

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
皆
様
に
は
、

日
立
市
が
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
、

そ
の
た
め
の
商
工
会
議
所
の
役
割

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
先
行
き
の
不
透
明
な

中
に
あ
っ
て
も
、『
明
る
い
兆
し
』

と
な
る
よ
う
な
最
近
の
地
域
の
話

題
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　近
年
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
を
中

核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
ま
ち
の
活
性
化
を

一
段
と
加
速
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
招
致
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
も
な
く
完
成
す
る

新
球
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
日
立
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
日
立
ア
ル
プ

ス
を
活
用
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
立
市
の
地
形
上
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
し
て
は
厳
し
い
そ
う
で
す

が
、
そ
こ
を
あ
え
て
克
服
し
よ
う

と
挑
戦
す
る
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
か
。
厳
し
い
コ
ー
ス
が
逆
に

本
市
の
魅
力
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　日
立
市
に
人
を
呼
び
込
む
為
に

は
、
観
光
事
業
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
か
み
ね
動
物
園
・
公
園
、

御
岩
神
社
の
一
帯
、
鵜
の
岬
周
辺

な
ど
数
多
く
あ
る
特
徴
的
な
観
光

資
源
を
ル
ー
ト
化
す
る
工
夫
や

P
R
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　既
存
資
源
の
活
用
と
い
う
点
で

は
、
か
み
ね
動
物
園
の「
夜
の
動

物
園
」も
素
晴
ら
し
い
成
功
例
で

す
ね
。
今
あ
る
資
産
を
い
か
に
現

代
的
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
見

せ
方
」を
変
え
て
い
く
か
。
そ
の

創
意
工
夫
こ
そ
が
、
日
立
市
の
新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
原
動
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

高
橋
氏（
工
業
）

　単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま

ら
ず
、
宿
泊
や
飲
食
を
組
み
合
わ

せ
た
経
済
の
循
環
を
創
出
す
る
こ

と
が
、
我
々
産
業
界
の
役
割
で
す
。

地
域
の
資
源
を
い
か
に
し
て「
付

加
価
値
の
高
い
体
験
」へ
と
昇
華

さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
り

ま
す
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　日
立
市
と
日
立
製
作
所
が
主
導

す
る「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
発
祥
の
企
業
が
、
街
の
未
来

の
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
構

想
を
掲
げ
る
の
は
、
極
め
て
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
明

る
い
兆
し
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
再

編
は
、
長
年
、
企
業
城
下
町
と
し

て
歩
ん
で
き
た
本
市
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活

性
化
・
発
展
へ
の
確
か
な
原
動
力

と
し
て
日
立
製
作
所
に
は
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
で
あ
る
脱

炭
素
化
や
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
は
、

持
続
可
能
な
都
市
を
構
築
す
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
特
に
自
動
運
転

技
術
の
実
装
な
ど
は
、
高
齢
化
等

に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
移
動
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。

郡
司
氏（
文
化
）

　交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
本

市
の
未
来
を
左
右
す
る
最
優
先
課

題
で
す
。
私
は
山
側
の
団
地
で
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

の
塾
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
土

日
の
バ
ス
運
休
や
平
日
の
一
時
間

に
一
本
と
い
う
少
な
さ
、
午
後
七

時
の
最
終
バ
ス
と
い
う
現
状
で
は
、

利
便
性
の
欠
如
を
痛
感
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
な
る
技
術

革
新
に
留
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
切

実
な「
生
活
の
現
場
」に
寄
り
添
っ

た
解
決
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
運
転
免

許
を
返
納
し
て
も
、
そ
し
て
子
供

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

等
し
く
社
会
と
繋
が
れ
る
。
そ
ん

な
血
の
通
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
こ
そ
が
、
日
立
市
の
真
の

活
力
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
使
う
人
に

寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
価

値
が
あ
り
ま
す
。
私
は
介
護
士
等

の
育
成
を
行
う
会
社
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
介
護

現
場
に
お
い
て
、
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
等
の
導

入
が
進
め
ば
、
意
欲
あ
る
高
齢
者

が
よ
り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は

本
市
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
極
め
て
前
向
き
な
取
り

組
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、
将
来
的
に

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
4
車
線
化
も
大
き
な
好

機
と
な
り
ま
す
。
私
の
経
営
す
る

飲
食
店
で
も
、
他
県
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
に
は
、
イ
ン
タ
ー

至
近
の「
海
の
近
さ
」に
驚
き
の
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
魅
力
を
活

か
す
に
は
、
国
道
２
４
５
号
線
の

工
事
停
滞
な
ど
イ
ン
フ
ラ
課
題
の

解
消
が
急
務
で
す
。
行
政
と
連
携

し
、
外
か
ら
の
活
力
を
呼
び
込
む

「
玄
関
口
」の
機
能
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　十
王
地
区
に
お
け
る「
道
の
駅
」

の
設
置
な
ど
も
、
高
橋
部
会
長
の

南
の
玄
関
口
に
対
し
て
、
北
の
玄

関
口
の
整
備
と
し
て
、
将
来
性
に

富
む
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
外
の
人
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

強
力
な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
力
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

機
能
集
約
と
共
生
、

　
　
　持
続
可
能
な
未
来

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　日
立
市
が
直
面
し
て
い
る
将
来

の
人
口
推
計
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

現
在
十
六
万
人
を
切
り
、
二
〇
四

〇
年
に
は
約
十
二
万
五
千
人
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
市
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
二
〇
四
〇
年
に
十
三
万
五
千

人
の
維
持
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
こ
の
避
け
ら
れ
な
い
変
化
を

前
提
と
し
た
際
、
日
立
市
は
ど
の

よ
う
な
形
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　人
口
に
見
合
っ
た
規
模
へ
の

「
集
約
化
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
分
母（
人
口
）が
減
る
な
ら

ば
、
商
業
エ
リ
ア
や
街
の
機
能
も

集
約
さ
せ
な
け
れ
ば
、
一
店
あ
た

り
の
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
、
二
十

年
後
に
は
共
倒
れ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
行
政

な
ど
が
主
導
し
て
住
居
や
店
舗
を

特
定
の
拠
点
へ「
集
約
化
」し
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　「
集
約
化
」は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
行
政

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
将
来
的
な
人
口
規
模
へ

「
絞
り
込
む
」こ
と
で
、
市
民
全
員

が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と「
い
い

暮
ら
し
」を
享
受
で
き
る
持
続
可

能
な
街
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
お
い

て「
若
者
を
外
か
ら
呼
び
込
む
」と

い
う
、
全
国
的
な
争
奪
戦
に
終
始

す
る
考
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
こ

こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
、
つ
ま

り「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
結
果
と

し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
最

も
緩
や
か
に
す
る
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　山
側
の
団
地
は
、
海
を
見
下
ろ

す
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
こ
こ

に
病
院
等
の
機
能
を
集
約
し
て
、

あ
え
て
高
齢
者
の
た
め
の「
終
の

棲
家
」を
つ
く
る
こ
と
で
、
市
外

の
方
も
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
形

成
さ
れ
た
街
の
熱
量
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　最
近
で
は
、
二
十
代
か
ら
三
十

代
の
若
手
が
新
し
く
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
非
常

に
良
い
傾
向
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
よ
う
な
新
し
い
挑
戦
を
、

バ
ラ
バ
ラ
の
場
所
で
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
集
約
さ
れ
た
拠
点

で
支
援
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
構

造
を
作
る
こ
と
で
、
日
立
市
は
再

び
商
売
の
成
り
立
つ
、
活
力
あ
る

街
へ
と
再
生
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　こ
の「
集
約
」と
い
う
考
え
方
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
応
用
で
き

そ
う
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　そ
う
で
す
ね
。
無
理
に
毎
年
開

催
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
拠

点
を
絞
っ
て
持
ち
回
り
に
す
る
こ

と
で
、
一
回
あ
た
り
の
質
や
規
模

を
維
持
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　観
光
環
衛
業
部
会
が
実
施
し
て

い
る「
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
」な
ど
も
、

ま
さ
に
そ
の
考
え
方
で
す
よ
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　は
い
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
は
日
立
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
来
は
多
賀

地
区
、
大
み
か
地
区
の
市
内
3
か

所
で
、
持
ち
回
り
開
催
す
る
形
が

ベ
ー
ス
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
店
主
の

高
齢
化
や
廃
業
が
進
み
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
店
舗
間
の
距
離
が
遠

い
な
ど
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

空
き
家
を「
負
の
遺
産
」

　か
ら「
共
生
の
拠
点
」へ

松
山
氏（
観
光
）

　先
ほ
ど
か
ら
人
口
減
少
の
課
題

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
視
点

を
変
え
れ
ば
、
日
立
市
に
は
ま
だ

活
か
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な「
財

産
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
市
で
学
ぶ
学
生
の
存

在
で
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　茨
城
大
学
工
学
部
や
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
な
ど
、
日
立
市
に
は

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
四

年
間
を
過
ご
す
だ
け
の
場
所
」に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

松
山
氏（
観
光
）

　実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
学
業
の
傍
ら
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾
な
ど
、
我
々

サ
ー
ビ
ス
業
界
の
最
前
線
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
存

在
で
す
。
私
は
、
彼
ら
を
単
な
る

「
一
時
的
な
居
住
者
」と
し
て
で
は

な
く
、「
街
の
未
来
を
共
に
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、
も
っ
と

大
切
に
遇
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　そ
の
大
切
に
遇
す
具
体
的
な
策

の
一
つ
が
、
住
環
境
の
整
備
で
す

ね
。
我
々
建
築
士
会
で
は
西
成
沢

町
に
お
い
て
、
実
験
的
に
、
空
き

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
し
て
学
生

さ
ん
に
住
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　市
内
の
宿
泊
施
設
の
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
中
で
、
民
間
の
空

き
家
を
柔
軟
に
活
用
す
る
発
想
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
立
に
不
可
欠
で
す
。

問
題
解
決
に
時
間
を
か
け
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
資
源
を

ど
う
動
か
す
か
が
重
要
で
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　単
に
安
い
住
居
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に「
地
域
と
の
繋
が

り
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
時
代
に
街
の
良
さ
や
住
み
や

す
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
愛
着
を
感
じ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　ま
さ
に
そ
こ
が
肝
心
で
す
。
大

阪
で
は
、
古
い
団
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
と
若
者
世
代
や
学
生
が
共

生
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ

せ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。 

日
立

で
も
、
空
き
家
や
団
地
を
単
な
る

「
ハ
コ
」と
し
て
修
繕
す
る
の
で
は

な
く
、
多
世
代
が
自
然
に
交
流
し
、

見
守
り
合
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
共
生
社

会
」と
し
て
再
構
成
で
き
な
い
か
。

我
々
建
設
業
界
か
ら
は
、
そ
う
し

た
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た「
挑
戦
的
な
試
行
」を
許
容
す

る
土
壌
を
、
我
々
が
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郡
司
氏（
文
化
）

　三
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
が
、
山
側
団
地
の
現
状
は
深

刻
で
す
。
か
つ
て
は
子
育
て
に
最

適
な
環
境
で
し
た
が
、
今
や
空
き

家
が
目
立
ち
、
平
日
の
バ
ス
す
ら

一
時
間
に
一
本
と
い
う
状
況
で
、

若
者
は
進
学
で
市
外
に
流
出
し
、

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
共
生
の
拠
点

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
移
動
手

段
や「
日
立
で
学
び
続
け
ら
れ
る

環
境
」ま
で
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　私
が
10
年
に
わ
た
り
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た「
子
供
食
堂
」は
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
さ

ん
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
中

で
も
、
利
用
登
録
を
さ
れ
る
方
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
不
足
な
ど
様
々

な
格
差
に
直
面
す
る
現
実
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　子
育
て
し
や
す
い
街
を
標
榜
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
公
園
に
駐

車
場
を
整
備
し
、
お
母
様
方
が
安

心
し
て
子
供
を
連
れ
出
せ
る
よ
う

な
、「
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重

ね
」も
不
可
欠
で
す
。

河
西
氏（
交
通
） 

　地
形
的
に
山
側
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
日
立
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
す
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
謳

う
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
不
便
さ

を
訴
え
る
高
齢
者
が
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
を
使
え
る
の
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
実
際
に
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
、
生
活

の
質（
Q
O
L
）に
直
結
す
る
視
点

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
日

立
で「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」も
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
施
設

が
極
め
て
少
な
い
現
状
は
、
市
民

の
愛
着
を
削
ぐ
大
き
な
要
因
で
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　日
立
市
は
、
年
度
末
の
保
育
園

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
期
中
で
の
入
所
は
、
ま
だ
不

足
し
て
い
て
、
当
社
の
社
員
も
結

果
と
し
て
育
児
休
暇
を
延
長
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
子
育
て

環
境
の
整
備
不
足
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
影
響
し
、
結
果
若
者
が
市
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
金
融
・
財
務
の
側
面
か

ら
地
域
経
済
の
土
壌
を
耕
し
、
企

業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
孤
独
死
と
い

っ
た
社
会
不
安
も
解
消
に
向
か
い

ま
す
ね
。
学
生
の
活
力
が
街
に
溶

け
込
み
、
高
齢
者
の
知
恵
と
交
差

す
る
。
そ
う
し
た「
共
生
」の
風
景

こ
そ
、
我
々
が
描
く
べ
き
コ
ン
パ

ク
ト
で
温
か
み

の
あ
る
日
立
市

の
未
来
像
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
議
所
の
役
割
と
は

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
立
市
の
直

面
す
る
課
題
と
未
来
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

座
談
会
の
締
め
括
り
と
し
て
、

我
々
商
工
会
議
所
が
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
新
体
制
の
下

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
各
部
会

長
の
皆
様
に
、
そ
の
決
意
と
展
望

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　こ
れ
ま
で
の
商
工
会
議
所
の
部

会
活
動
は
、
ど
う
し
て
も
部
会
ご

と
の「
縦
軸
」で
の
活
動
が
中
心
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

街
の
課
題
は
複
数
の
業
種
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、

異
な
る
業
種
が
一
同
に
介
し
、
日

立
市
を
ど
う
す
る
か
を「
横
軸
」で

議
論
し
、
事
務
局
の
方
々
に
も
、

も
っ
と
議
論
の
核
心
に
入
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
運
輸
業

部
会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　建
設
業
部
会
で
は
、
今
後
、
実

施
す
る
事
業
ご
と
に
活
動
主
体
と

な
る
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
業
種

が
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
D
X
に

部
会
と
し
て
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
W
G
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
声
を
拾
い

上
げ
、
打
開
策
を
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　商
工
会
議
所
の
重
要
な
役
割
は
、

渋
滞
解
消
や
宿
泊
施
設
不
足
と
い

っ
た
切
実
な
現
場
の
声
を
整
理
し
、

行
政
へ
提
言
す
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
予
算
や
計
画
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
を
責
任
持
っ
て

「
検
証
」し
続
け
る
仕
組
み
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　わ
た
し
は
昨
年
ま
で
、
１
号
議

員
と
し
て
商
工
会
議
所
の
活
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
商

工
会
議
所
そ
の
も
の
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
今
年
一
年
は
ま
ず

勉
強
し
、
来
年
以
降
、
取
り
掛
か

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
部
会
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
う
い
う
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　私
の
所
属
す
る「
商
業
部
会
」と

松
山
部
会
長
の「
観
光
環
衛
業
部

会
」は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

部
会
の
枠
を
越
え「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
や
「
産
業
祭
」
に
続
く
、
日
立

の
新
た
な
柱
と
な
る
よ
う
な
３
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
創
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
S
N
S
で
の
発
信
が
飲

食
業
で
も
小
売
業
で
も
有
効
な
宣

伝
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

宣
伝
効
果
や
、
ど
う
い
う
発
信
の

仕
方
が
1
番
人
の
心
に
響
く
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
、

市
内
全
体
へ
広
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　観
光
環
衛
業
部
会
は
、
賑
わ
い

づ
く
り
と
、
地
産
地
消
、
観
光
の

３
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
産
地
消
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
た

と
え
ば「
日
立
市
の
お
魚
の
日
」、

地
元
で
と
れ
た
お
魚
を
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
日
を
設
定

し
て
、
ま
ず
地
元
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
学
校
給
食
で
も
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。「
食
育
」

は
と
て
も
大
切
で
、
次
世
代
を
担

う
子
供
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
も
深

く
残
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す

る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
、

も
っ
と
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個

人
事
業
主
に
と
っ
て
月
々
千
円
の

会
費
で
、
融
資
の
支
援
や
確
定
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
絶
大
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
ず
に「
商
工
会
議
所
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」と
疑

問
を
持
つ
同
業
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
書
面
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽

に
視
聴
で
き
る
一
、
二
分
の
短
い

動
画
な
ど
を
活
用
し
、
視
覚
的
に

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
べ
き
で

す
。
周
知
の
方
法
を
現
代
化
し
、

広
報
活
動
に
も
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小野﨑氏

山本氏

三輪氏

松山氏

高橋氏

三澤氏

河西氏

清水氏

郡
司
氏（
文
化
）

　会
員
の
皆
様
が「
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
心
か

ら
実
感
で
き
る
実
利
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
課
題
解

決
は
重
要
で
す
。
山
側
団
地
で
バ

ス
を
待
つ
高
齢
者
の
切
実
な
姿
や
、

若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
す
る
中
で
、
我
々
が

「
生
活
の
質
」を
高
め
る
た
め
の
土

壌
を
ど
う
整
え
る
か
。
会
員
同
士

が「
自
分
の
身
に
な
る
」と
感
じ
ら

れ
る
交
流
を
通
じ
、
熱
意
を
持
っ

て
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　郡
司
部
会
長
が
提
起
さ
れ
た
よ

う
な『
生
活
の
質
の
向
上
』や『
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
』は
、
巡
り
巡
っ

て
地
域
全
体
の
購
買
力
を
支
え
、

経
済
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
が
商
工
会
議
所

に
籍
を
置
く
最
大
の
動
機
は
、
究

極
的
に
は『
商
売
が
儲
か
る
こ
と
』

に
あ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

単
な
る
親
睦
に
留
ま
ら
ず
、
部
会

間
の
横
の
連
携
を
深
め
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
や
支
援
に
繋

げ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
会
員

が
最
も
熱
望
す
る『
目
に
見
え
る

実
利
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

三
輪
氏（
金
融
）

　銀
行
と
し
て
地
域
企
業
の
相
談

を
受
け
る
中
で
痛
感
し
て
い
る
の

は
、
日
立
市
に
は
新
た
に
工
場
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
な
平
地
が
、
も

は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
切
実
な
課
題
で
す
。

　日
立
市
は
南
北
に
細
長
く
、
少

な
い
平
地
に
は
す
で
に
工
場
が
建

っ
て
い
る
た
め
、
か
つ
て
の
人
々

は
山
側
に
住
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
、
市
内
の
工
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う

に
工
場
や
協
力
会
社
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
人
口
を
押
し
上
げ
て
い
た

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
工
場
が
撤

退
し
た
後
の
土
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
非
常
に「
も
っ
た
い
な
い
」こ

と
で
す
。

　デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み「
ど
こ
で

も
働
け
る
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

街
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も「
工
業

こ
そ
が
街
の
核
」で
あ
る
と
い
う

原
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
製
造
業
の
集
積
は
日
立
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
核

と
な
る
産
業
が
再
び
成
長
し
、
活

力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
平
地
や
跡
地
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
立
市
の

活
気
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　金
融
機
関
は
連
携
し
て
何
か
を

す
る
と
い
う
機
会
も
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
金
融
財

務
業
部
会
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
伴
走
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　現
在
青
年
部
の
会
員
は
77
名
で
、

親
会
で
あ
る
会
議
所
の
会
員
数
は

約
3
0
0
0
社
。
全
国
的
に
は
、

親
会
の
１
％
が
青
年
部
と
言
わ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
、
事
業
を
行
う

上
で
、
1
0
0
名
を
超
え
れ
ば
、

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
親
族

の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
親
会
の
意
向

に
合
わ
せ
た
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
青
年
部
の
想

い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
は
、
青
年
部

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
日
立
市

で
開
催
致
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
88
青
年
部
の
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
日
立
で
開
催
さ
れ

る
88
年
に
1
回
の
機
会
で
す
。
場

所
は
、
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
2
0
0
0
〜

2
5
0
0
名
を
招
致
す
る
規
模
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
立
の
価
値

を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
、
次
世

代
が「
こ
の
街
で
商
売
を
し
た
い
」

と
思
え
る
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本（
女
性
会
）

　女
性
会
は
来
年
、
設
立
50
周
年

と
い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
次
世
代
へ
と
繋

ぐ
た
め
、
現
在
、
会
員
増
強
に
全

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
ご
夫
人
や
お

嬢
様
、
そ
し
て
志
高
き
女
性
経
営

者
の
皆
様
が
集
い
、
和
や
か
に
活

動
す
る
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

家
族
の
方
々
に
ぜ
ひ
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
し
な
や

か
な
視
点
と
情
熱
を
も
っ
て
、
本

年
も
地
域
貢
献
活
動
を
企
画
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
﨑（
司
会
）

　会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
部
会

の
垣
根
を
超
え
た「
横
の
連
携
」を

目
指
し
、
会
員
の
誰
も
が「
こ
の

街
で
商
売
を
し
て
良
か
っ
た
」と

思
え
る
日
立
市
の
未
来
を
心
待
ち

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日立市の未来像と商工会議所の役割

赤須氏

郡司氏

（※推計は国立社会保障・人口問題研究所による日本の地域別将来推計人口/日立市「まち・ひと・しごと総合戦略 第3期」より）
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新年号企画：2026年新春座談会

　昨年11月の議員改選に伴い、新しい部会長が選任されました。

本年の座談会では、各部会を代表して７部会長、女性会、青年部

が、どのような日立市の未来像を持ち、そのためにどのような活

動に取り組みたいのかをお伺いするとともに、商工会議所の役割

について意見を交わしていただきました。

◇座談会出席者　
　商 業 部 会 長　　赤須　 哲也氏
　工 業 部 会 長　　高橋　 一雄氏
　建 設 業 部 会 長　　三澤　 俊介氏
　観光環衛業部会長　　松山　 圭吾氏
　金融財務業部会長　　三輪　　 護氏
　交通運輸業部会長　　河西　 隆史氏
　文化産業部会長　　郡司　 洋子氏
　女 性 会 会 長　　山本　 美穂氏
　青 年 部 会 長　　清水　 友康氏
◇司会
　情報化委員会委員長　小野﨑 久雅氏

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
皆
様
に
は
、

日
立
市
が
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
、

そ
の
た
め
の
商
工
会
議
所
の
役
割

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
先
行
き
の
不
透
明
な

中
に
あ
っ
て
も
、『
明
る
い
兆
し
』

と
な
る
よ
う
な
最
近
の
地
域
の
話

題
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　近
年
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
を
中

核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
ま
ち
の
活
性
化
を

一
段
と
加
速
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
招
致
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
も
な
く
完
成
す
る

新
球
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
日
立
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
日
立
ア
ル
プ

ス
を
活
用
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
立
市
の
地
形
上
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
し
て
は
厳
し
い
そ
う
で
す

が
、
そ
こ
を
あ
え
て
克
服
し
よ
う

と
挑
戦
す
る
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
か
。
厳
し
い
コ
ー
ス
が
逆
に

本
市
の
魅
力
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　日
立
市
に
人
を
呼
び
込
む
為
に

は
、
観
光
事
業
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
か
み
ね
動
物
園
・
公
園
、

御
岩
神
社
の
一
帯
、
鵜
の
岬
周
辺

な
ど
数
多
く
あ
る
特
徴
的
な
観
光

資
源
を
ル
ー
ト
化
す
る
工
夫
や

P
R
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　既
存
資
源
の
活
用
と
い
う
点
で

は
、
か
み
ね
動
物
園
の「
夜
の
動

物
園
」も
素
晴
ら
し
い
成
功
例
で

す
ね
。
今
あ
る
資
産
を
い
か
に
現

代
的
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
見

せ
方
」を
変
え
て
い
く
か
。
そ
の

創
意
工
夫
こ
そ
が
、
日
立
市
の
新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
原
動
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

高
橋
氏（
工
業
）

　単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま

ら
ず
、
宿
泊
や
飲
食
を
組
み
合
わ

せ
た
経
済
の
循
環
を
創
出
す
る
こ

と
が
、
我
々
産
業
界
の
役
割
で
す
。

地
域
の
資
源
を
い
か
に
し
て「
付

加
価
値
の
高
い
体
験
」へ
と
昇
華

さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
り

ま
す
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　日
立
市
と
日
立
製
作
所
が
主
導

す
る「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
発
祥
の
企
業
が
、
街
の
未
来

の
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
構

想
を
掲
げ
る
の
は
、
極
め
て
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
明

る
い
兆
し
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
再

編
は
、
長
年
、
企
業
城
下
町
と
し

て
歩
ん
で
き
た
本
市
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活

性
化
・
発
展
へ
の
確
か
な
原
動
力

と
し
て
日
立
製
作
所
に
は
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
で
あ
る
脱

炭
素
化
や
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
は
、

持
続
可
能
な
都
市
を
構
築
す
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
特
に
自
動
運
転

技
術
の
実
装
な
ど
は
、
高
齢
化
等

に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
移
動
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。

郡
司
氏（
文
化
）

　交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
本

市
の
未
来
を
左
右
す
る
最
優
先
課

題
で
す
。
私
は
山
側
の
団
地
で
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

の
塾
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
土

日
の
バ
ス
運
休
や
平
日
の
一
時
間

に
一
本
と
い
う
少
な
さ
、
午
後
七

時
の
最
終
バ
ス
と
い
う
現
状
で
は
、

利
便
性
の
欠
如
を
痛
感
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
な
る
技
術

革
新
に
留
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
切

実
な「
生
活
の
現
場
」に
寄
り
添
っ

た
解
決
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
運
転
免

許
を
返
納
し
て
も
、
そ
し
て
子
供

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

等
し
く
社
会
と
繋
が
れ
る
。
そ
ん

な
血
の
通
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
こ
そ
が
、
日
立
市
の
真
の

活
力
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
使
う
人
に

寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
価

値
が
あ
り
ま
す
。
私
は
介
護
士
等

の
育
成
を
行
う
会
社
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
介
護

現
場
に
お
い
て
、
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
等
の
導

入
が
進
め
ば
、
意
欲
あ
る
高
齢
者

が
よ
り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は

本
市
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
極
め
て
前
向
き
な
取
り

組
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、
将
来
的
に

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
4
車
線
化
も
大
き
な
好

機
と
な
り
ま
す
。
私
の
経
営
す
る

飲
食
店
で
も
、
他
県
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
に
は
、
イ
ン
タ
ー

至
近
の「
海
の
近
さ
」に
驚
き
の
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
魅
力
を
活

か
す
に
は
、
国
道
２
４
５
号
線
の

工
事
停
滞
な
ど
イ
ン
フ
ラ
課
題
の

解
消
が
急
務
で
す
。
行
政
と
連
携

し
、
外
か
ら
の
活
力
を
呼
び
込
む

「
玄
関
口
」の
機
能
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　十
王
地
区
に
お
け
る「
道
の
駅
」

の
設
置
な
ど
も
、
高
橋
部
会
長
の

南
の
玄
関
口
に
対
し
て
、
北
の
玄

関
口
の
整
備
と
し
て
、
将
来
性
に

富
む
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
外
の
人
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

強
力
な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
力
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

機
能
集
約
と
共
生
、

　
　
　持
続
可
能
な
未
来

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　日
立
市
が
直
面
し
て
い
る
将
来

の
人
口
推
計
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

現
在
十
六
万
人
を
切
り
、
二
〇
四

〇
年
に
は
約
十
二
万
五
千
人
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
市
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
二
〇
四
〇
年
に
十
三
万
五
千

人
の
維
持
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
こ
の
避
け
ら
れ
な
い
変
化
を

前
提
と
し
た
際
、
日
立
市
は
ど
の

よ
う
な
形
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　人
口
に
見
合
っ
た
規
模
へ
の

「
集
約
化
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
分
母（
人
口
）が
減
る
な
ら

ば
、
商
業
エ
リ
ア
や
街
の
機
能
も

集
約
さ
せ
な
け
れ
ば
、
一
店
あ
た

り
の
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
、
二
十

年
後
に
は
共
倒
れ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
行
政

な
ど
が
主
導
し
て
住
居
や
店
舗
を

特
定
の
拠
点
へ「
集
約
化
」し
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　「
集
約
化
」は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
行
政

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
将
来
的
な
人
口
規
模
へ

「
絞
り
込
む
」こ
と
で
、
市
民
全
員

が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と「
い
い

暮
ら
し
」を
享
受
で
き
る
持
続
可

能
な
街
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
お
い

て「
若
者
を
外
か
ら
呼
び
込
む
」と

い
う
、
全
国
的
な
争
奪
戦
に
終
始

す
る
考
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
こ

こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
、
つ
ま

り「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
結
果
と

し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
最

も
緩
や
か
に
す
る
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　山
側
の
団
地
は
、
海
を
見
下
ろ

す
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
こ
こ

に
病
院
等
の
機
能
を
集
約
し
て
、

あ
え
て
高
齢
者
の
た
め
の「
終
の

棲
家
」を
つ
く
る
こ
と
で
、
市
外

の
方
も
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
形

成
さ
れ
た
街
の
熱
量
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　最
近
で
は
、
二
十
代
か
ら
三
十

代
の
若
手
が
新
し
く
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
非
常

に
良
い
傾
向
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
よ
う
な
新
し
い
挑
戦
を
、

バ
ラ
バ
ラ
の
場
所
で
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
集
約
さ
れ
た
拠
点

で
支
援
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
構

造
を
作
る
こ
と
で
、
日
立
市
は
再

び
商
売
の
成
り
立
つ
、
活
力
あ
る

街
へ
と
再
生
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　こ
の「
集
約
」と
い
う
考
え
方
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
応
用
で
き

そ
う
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　そ
う
で
す
ね
。
無
理
に
毎
年
開

催
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
拠

点
を
絞
っ
て
持
ち
回
り
に
す
る
こ

と
で
、
一
回
あ
た
り
の
質
や
規
模

を
維
持
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　観
光
環
衛
業
部
会
が
実
施
し
て

い
る「
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
」な
ど
も
、

ま
さ
に
そ
の
考
え
方
で
す
よ
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　は
い
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
は
日
立
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
来
は
多
賀

地
区
、
大
み
か
地
区
の
市
内
3
か

所
で
、
持
ち
回
り
開
催
す
る
形
が

ベ
ー
ス
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
店
主
の

高
齢
化
や
廃
業
が
進
み
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
店
舗
間
の
距
離
が
遠

い
な
ど
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

空
き
家
を「
負
の
遺
産
」

　か
ら「
共
生
の
拠
点
」へ

松
山
氏（
観
光
）

　先
ほ
ど
か
ら
人
口
減
少
の
課
題

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
視
点

を
変
え
れ
ば
、
日
立
市
に
は
ま
だ

活
か
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な「
財

産
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
市
で
学
ぶ
学
生
の
存

在
で
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　茨
城
大
学
工
学
部
や
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
な
ど
、
日
立
市
に
は

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
四

年
間
を
過
ご
す
だ
け
の
場
所
」に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

松
山
氏（
観
光
）

　実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
学
業
の
傍
ら
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾
な
ど
、
我
々

サ
ー
ビ
ス
業
界
の
最
前
線
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
存

在
で
す
。
私
は
、
彼
ら
を
単
な
る

「
一
時
的
な
居
住
者
」と
し
て
で
は

な
く
、「
街
の
未
来
を
共
に
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、
も
っ
と

大
切
に
遇
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　そ
の
大
切
に
遇
す
具
体
的
な
策

の
一
つ
が
、
住
環
境
の
整
備
で
す

ね
。
我
々
建
築
士
会
で
は
西
成
沢

町
に
お
い
て
、
実
験
的
に
、
空
き

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
し
て
学
生

さ
ん
に
住
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　市
内
の
宿
泊
施
設
の
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
中
で
、
民
間
の
空

き
家
を
柔
軟
に
活
用
す
る
発
想
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
立
に
不
可
欠
で
す
。

問
題
解
決
に
時
間
を
か
け
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
資
源
を

ど
う
動
か
す
か
が
重
要
で
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　単
に
安
い
住
居
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に「
地
域
と
の
繋
が

り
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
時
代
に
街
の
良
さ
や
住
み
や

す
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
愛
着
を
感
じ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　ま
さ
に
そ
こ
が
肝
心
で
す
。
大

阪
で
は
、
古
い
団
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
と
若
者
世
代
や
学
生
が
共

生
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ

せ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。 

日
立

で
も
、
空
き
家
や
団
地
を
単
な
る

「
ハ
コ
」と
し
て
修
繕
す
る
の
で
は

な
く
、
多
世
代
が
自
然
に
交
流
し
、

見
守
り
合
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
共
生
社

会
」と
し
て
再
構
成
で
き
な
い
か
。

我
々
建
設
業
界
か
ら
は
、
そ
う
し

た
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た「
挑
戦
的
な
試
行
」を
許
容
す

る
土
壌
を
、
我
々
が
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郡
司
氏（
文
化
）

　三
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
が
、
山
側
団
地
の
現
状
は
深

刻
で
す
。
か
つ
て
は
子
育
て
に
最

適
な
環
境
で
し
た
が
、
今
や
空
き

家
が
目
立
ち
、
平
日
の
バ
ス
す
ら

一
時
間
に
一
本
と
い
う
状
況
で
、

若
者
は
進
学
で
市
外
に
流
出
し
、

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
共
生
の
拠
点

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
移
動
手

段
や「
日
立
で
学
び
続
け
ら
れ
る

環
境
」ま
で
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　私
が
10
年
に
わ
た
り
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た「
子
供
食
堂
」は
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
さ

ん
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
中

で
も
、
利
用
登
録
を
さ
れ
る
方
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
不
足
な
ど
様
々

な
格
差
に
直
面
す
る
現
実
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　子
育
て
し
や
す
い
街
を
標
榜
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
公
園
に
駐

車
場
を
整
備
し
、
お
母
様
方
が
安

心
し
て
子
供
を
連
れ
出
せ
る
よ
う

な
、「
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重

ね
」も
不
可
欠
で
す
。

河
西
氏（
交
通
） 

　地
形
的
に
山
側
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
日
立
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
す
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
謳

う
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
不
便
さ

を
訴
え
る
高
齢
者
が
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
を
使
え
る
の
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
実
際
に
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
、
生
活

の
質（
Q
O
L
）に
直
結
す
る
視
点

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
日

立
で「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」も
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
施
設

が
極
め
て
少
な
い
現
状
は
、
市
民

の
愛
着
を
削
ぐ
大
き
な
要
因
で
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　日
立
市
は
、
年
度
末
の
保
育
園

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
期
中
で
の
入
所
は
、
ま
だ
不

足
し
て
い
て
、
当
社
の
社
員
も
結

果
と
し
て
育
児
休
暇
を
延
長
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
子
育
て

環
境
の
整
備
不
足
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
影
響
し
、
結
果
若
者
が
市
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
金
融
・
財
務
の
側
面
か

ら
地
域
経
済
の
土
壌
を
耕
し
、
企

業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
孤
独
死
と
い

っ
た
社
会
不
安
も
解
消
に
向
か
い

ま
す
ね
。
学
生
の
活
力
が
街
に
溶

け
込
み
、
高
齢
者
の
知
恵
と
交
差

す
る
。
そ
う
し
た「
共
生
」の
風
景

こ
そ
、
我
々
が
描
く
べ
き
コ
ン
パ

ク
ト
で
温
か
み

の
あ
る
日
立
市

の
未
来
像
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
議
所
の
役
割
と
は

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
立
市
の
直

面
す
る
課
題
と
未
来
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

座
談
会
の
締
め
括
り
と
し
て
、

我
々
商
工
会
議
所
が
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
新
体
制
の
下

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
各
部
会

長
の
皆
様
に
、
そ
の
決
意
と
展
望

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　こ
れ
ま
で
の
商
工
会
議
所
の
部

会
活
動
は
、
ど
う
し
て
も
部
会
ご

と
の「
縦
軸
」で
の
活
動
が
中
心
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

街
の
課
題
は
複
数
の
業
種
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、

異
な
る
業
種
が
一
同
に
介
し
、
日

立
市
を
ど
う
す
る
か
を「
横
軸
」で

議
論
し
、
事
務
局
の
方
々
に
も
、

も
っ
と
議
論
の
核
心
に
入
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
運
輸
業

部
会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　建
設
業
部
会
で
は
、
今
後
、
実

施
す
る
事
業
ご
と
に
活
動
主
体
と

な
る
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
業
種

が
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
D
X
に

部
会
と
し
て
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
W
G
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
声
を
拾
い

上
げ
、
打
開
策
を
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　商
工
会
議
所
の
重
要
な
役
割
は
、

渋
滞
解
消
や
宿
泊
施
設
不
足
と
い

っ
た
切
実
な
現
場
の
声
を
整
理
し
、

行
政
へ
提
言
す
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
予
算
や
計
画
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
を
責
任
持
っ
て

「
検
証
」し
続
け
る
仕
組
み
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　わ
た
し
は
昨
年
ま
で
、
１
号
議

員
と
し
て
商
工
会
議
所
の
活
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
商

工
会
議
所
そ
の
も
の
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
今
年
一
年
は
ま
ず

勉
強
し
、
来
年
以
降
、
取
り
掛
か

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
部
会
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
う
い
う
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　私
の
所
属
す
る「
商
業
部
会
」と

松
山
部
会
長
の「
観
光
環
衛
業
部

会
」は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

部
会
の
枠
を
越
え「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
や
「
産
業
祭
」
に
続
く
、
日
立

の
新
た
な
柱
と
な
る
よ
う
な
３
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
創
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
S
N
S
で
の
発
信
が
飲

食
業
で
も
小
売
業
で
も
有
効
な
宣

伝
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

宣
伝
効
果
や
、
ど
う
い
う
発
信
の

仕
方
が
1
番
人
の
心
に
響
く
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
、

市
内
全
体
へ
広
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　観
光
環
衛
業
部
会
は
、
賑
わ
い

づ
く
り
と
、
地
産
地
消
、
観
光
の

３
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
産
地
消
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
た

と
え
ば「
日
立
市
の
お
魚
の
日
」、

地
元
で
と
れ
た
お
魚
を
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
日
を
設
定

し
て
、
ま
ず
地
元
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
学
校
給
食
で
も
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。「
食
育
」

は
と
て
も
大
切
で
、
次
世
代
を
担

う
子
供
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
も
深

く
残
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す

る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
、

も
っ
と
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個

人
事
業
主
に
と
っ
て
月
々
千
円
の

会
費
で
、
融
資
の
支
援
や
確
定
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
絶
大
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
ず
に「
商
工
会
議
所
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」と
疑

問
を
持
つ
同
業
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
書
面
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽

に
視
聴
で
き
る
一
、
二
分
の
短
い

動
画
な
ど
を
活
用
し
、
視
覚
的
に

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
べ
き
で

す
。
周
知
の
方
法
を
現
代
化
し
、

広
報
活
動
に
も
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小野﨑氏

山本氏

三輪氏

松山氏

高橋氏

三澤氏

河西氏

清水氏

郡
司
氏（
文
化
）

　会
員
の
皆
様
が「
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
心
か

ら
実
感
で
き
る
実
利
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
課
題
解

決
は
重
要
で
す
。
山
側
団
地
で
バ

ス
を
待
つ
高
齢
者
の
切
実
な
姿
や
、

若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
す
る
中
で
、
我
々
が

「
生
活
の
質
」を
高
め
る
た
め
の
土

壌
を
ど
う
整
え
る
か
。
会
員
同
士

が「
自
分
の
身
に
な
る
」と
感
じ
ら

れ
る
交
流
を
通
じ
、
熱
意
を
持
っ

て
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　郡
司
部
会
長
が
提
起
さ
れ
た
よ

う
な『
生
活
の
質
の
向
上
』や『
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
』は
、
巡
り
巡
っ

て
地
域
全
体
の
購
買
力
を
支
え
、

経
済
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
が
商
工
会
議
所

に
籍
を
置
く
最
大
の
動
機
は
、
究

極
的
に
は『
商
売
が
儲
か
る
こ
と
』

に
あ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

単
な
る
親
睦
に
留
ま
ら
ず
、
部
会

間
の
横
の
連
携
を
深
め
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
や
支
援
に
繋

げ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
会
員

が
最
も
熱
望
す
る『
目
に
見
え
る

実
利
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

三
輪
氏（
金
融
）

　銀
行
と
し
て
地
域
企
業
の
相
談

を
受
け
る
中
で
痛
感
し
て
い
る
の

は
、
日
立
市
に
は
新
た
に
工
場
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
な
平
地
が
、
も

は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
切
実
な
課
題
で
す
。

　日
立
市
は
南
北
に
細
長
く
、
少

な
い
平
地
に
は
す
で
に
工
場
が
建

っ
て
い
る
た
め
、
か
つ
て
の
人
々

は
山
側
に
住
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
、
市
内
の
工
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う

に
工
場
や
協
力
会
社
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
人
口
を
押
し
上
げ
て
い
た

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
工
場
が
撤

退
し
た
後
の
土
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
非
常
に「
も
っ
た
い
な
い
」こ

と
で
す
。

　デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み「
ど
こ
で

も
働
け
る
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

街
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も「
工
業

こ
そ
が
街
の
核
」で
あ
る
と
い
う

原
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
製
造
業
の
集
積
は
日
立
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
核

と
な
る
産
業
が
再
び
成
長
し
、
活

力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
平
地
や
跡
地
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
立
市
の

活
気
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　金
融
機
関
は
連
携
し
て
何
か
を

す
る
と
い
う
機
会
も
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
金
融
財

務
業
部
会
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
伴
走
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　現
在
青
年
部
の
会
員
は
77
名
で
、

親
会
で
あ
る
会
議
所
の
会
員
数
は

約
3
0
0
0
社
。
全
国
的
に
は
、

親
会
の
１
％
が
青
年
部
と
言
わ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
、
事
業
を
行
う

上
で
、
1
0
0
名
を
超
え
れ
ば
、

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
親
族

の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
親
会
の
意
向

に
合
わ
せ
た
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
青
年
部
の
想

い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
は
、
青
年
部

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
日
立
市

で
開
催
致
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
88
青
年
部
の
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
日
立
で
開
催
さ
れ

る
88
年
に
1
回
の
機
会
で
す
。
場

所
は
、
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
2
0
0
0
〜

2
5
0
0
名
を
招
致
す
る
規
模
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
立
の
価
値

を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
、
次
世

代
が「
こ
の
街
で
商
売
を
し
た
い
」

と
思
え
る
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本（
女
性
会
）

　女
性
会
は
来
年
、
設
立
50
周
年

と
い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
次
世
代
へ
と
繋

ぐ
た
め
、
現
在
、
会
員
増
強
に
全

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
ご
夫
人
や
お

嬢
様
、
そ
し
て
志
高
き
女
性
経
営

者
の
皆
様
が
集
い
、
和
や
か
に
活

動
す
る
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

家
族
の
方
々
に
ぜ
ひ
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
し
な
や

か
な
視
点
と
情
熱
を
も
っ
て
、
本

年
も
地
域
貢
献
活
動
を
企
画
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
﨑（
司
会
）

　会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
部
会

の
垣
根
を
超
え
た「
横
の
連
携
」を

目
指
し
、
会
員
の
誰
も
が「
こ
の

街
で
商
売
を
し
て
良
か
っ
た
」と

思
え
る
日
立
市
の
未
来
を
心
待
ち

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日立市の未来像と商工会議所の役割

赤須氏

郡司氏

（※推計は国立社会保障・人口問題研究所による日本の地域別将来推計人口/日立市「まち・ひと・しごと総合戦略 第3期」より）
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新年号企画：2026年新春座談会

　昨年11月の議員改選に伴い、新しい部会長が選任されました。

本年の座談会では、各部会を代表して７部会長、女性会、青年部

が、どのような日立市の未来像を持ち、そのためにどのような活

動に取り組みたいのかをお伺いするとともに、商工会議所の役割

について意見を交わしていただきました。

◇座談会出席者　
　商 業 部 会 長　　赤須　 哲也氏
　工 業 部 会 長　　高橋　 一雄氏
　建 設 業 部 会 長　　三澤　 俊介氏
　観光環衛業部会長　　松山　 圭吾氏
　金融財務業部会長　　三輪　　 護氏
　交通運輸業部会長　　河西　 隆史氏
　文化産業部会長　　郡司　 洋子氏
　女 性 会 会 長　　山本　 美穂氏
　青 年 部 会 長　　清水　 友康氏
◇司会
　情報化委員会委員長　小野﨑 久雅氏

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
皆
様
に
は
、

日
立
市
が
目
指
す
べ
き
未
来
像
と
、

そ
の
た
め
の
商
工
会
議
所
の
役
割

に
つ
い
て
、
建
設
的
な
議
論
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
ず
は
、
先
行
き
の
不
透
明
な

中
に
あ
っ
て
も
、『
明
る
い
兆
し
』

と
な
る
よ
う
な
最
近
の
地
域
の
話

題
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　近
年
、
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
を
中

核
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
集
客

力
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
ま
ち
の
活
性
化
を

一
段
と
加
速
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
招
致
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
が
整
い
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
次
世
代
に
と
っ
て
も
心
強
い

限
り
で
す
。
ま
も
な
く
完
成
す
る

新
球
場
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
施
設

が
日
立
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
日
立
ア
ル
プ

ス
を
活
用
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
大
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。

日
立
市
の
地
形
上
、
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
と
し
て
は
厳
し
い
そ
う
で
す

が
、
そ
こ
を
あ
え
て
克
服
し
よ
う

と
挑
戦
す
る
選
手
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
か
。
厳
し
い
コ
ー
ス
が
逆
に

本
市
の
魅
力
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　日
立
市
に
人
を
呼
び
込
む
為
に

は
、
観
光
事
業
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
か
み
ね
動
物
園
・
公
園
、

御
岩
神
社
の
一
帯
、
鵜
の
岬
周
辺

な
ど
数
多
く
あ
る
特
徴
的
な
観
光

資
源
を
ル
ー
ト
化
す
る
工
夫
や

P
R
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　既
存
資
源
の
活
用
と
い
う
点
で

は
、
か
み
ね
動
物
園
の「
夜
の
動

物
園
」も
素
晴
ら
し
い
成
功
例
で

す
ね
。
今
あ
る
資
産
を
い
か
に
現

代
的
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て「
見

せ
方
」を
変
え
て
い
く
か
。
そ
の

創
意
工
夫
こ
そ
が
、
日
立
市
の
新

た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
原
動
力

に
な
る
で
し
ょ
う
。

高
橋
氏（
工
業
）

　単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
留
ま

ら
ず
、
宿
泊
や
飲
食
を
組
み
合
わ

せ
た
経
済
の
循
環
を
創
出
す
る
こ

と
が
、
我
々
産
業
界
の
役
割
で
す
。

地
域
の
資
源
を
い
か
に
し
て「
付

加
価
値
の
高
い
体
験
」へ
と
昇
華

さ
せ
る
か
が
、
今
後
の
鍵
と
な
り

ま
す
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　日
立
市
と
日
立
製
作
所
が
主
導

す
る「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
発
祥
の
企
業
が
、
街
の
未
来

の
た
め
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
構

想
を
掲
げ
る
の
は
、
極
め
て
意
義

深
い
こ
と
で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
明

る
い
兆
し
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
の
再

編
は
、
長
年
、
企
業
城
下
町
と
し

て
歩
ん
で
き
た
本
市
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
活

性
化
・
発
展
へ
の
確
か
な
原
動
力

と
し
て
日
立
製
作
所
に
は
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
完
遂
へ
尽
力
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
で
あ
る
脱

炭
素
化
や
交
通
の
ス
マ
ー
ト
化
は
、

持
続
可
能
な
都
市
を
構
築
す
る
上

で
不
可
欠
で
す
。
特
に
自
動
運
転

技
術
の
実
装
な
ど
は
、
高
齢
化
等

に
よ
り
交
通
が
不
便
に
な
り
つ
つ

あ
る
地
域
に
お
い
て
、
移
動
の
自

由
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
で
し

ょ
う
。

郡
司
氏（
文
化
）

　交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
本

市
の
未
来
を
左
右
す
る
最
優
先
課

題
で
す
。
私
は
山
側
の
団
地
で
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

の
塾
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
土

日
の
バ
ス
運
休
や
平
日
の
一
時
間

に
一
本
と
い
う
少
な
さ
、
午
後
七

時
の
最
終
バ
ス
と
い
う
現
状
で
は
、

利
便
性
の
欠
如
を
痛
感
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
共
創
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
単
な
る
技
術

革
新
に
留
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
切

実
な「
生
活
の
現
場
」に
寄
り
添
っ

た
解
決
策
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
が
運
転
免

許
を
返
納
し
て
も
、
そ
し
て
子
供

た
ち
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

等
し
く
社
会
と
繋
が
れ
る
。
そ
ん

な
血
の
通
っ
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
こ
そ
が
、
日
立
市
の
真
の

活
力
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
使
う
人
に

寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
価

値
が
あ
り
ま
す
。
私
は
介
護
士
等

の
育
成
を
行
う
会
社
を
経
営
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
介
護

現
場
に
お
い
て
、
身
体
的
負
担
を

軽
減
す
る
パ
ワ
ー
ス
ー
ツ
等
の
導

入
が
進
め
ば
、
意
欲
あ
る
高
齢
者

が
よ
り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で
き

る
社
会
が
実
現
し
ま
す
。
こ
れ
は

本
市
の
労
働
力
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
も
、
極
め
て
前
向
き
な
取
り

組
み
に
な
る
は
ず
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、
将
来
的
に

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
常
磐
自
動
車

道
の
全
線
4
車
線
化
も
大
き
な
好

機
と
な
り
ま
す
。
私
の
経
営
す
る

飲
食
店
で
も
、
他
県
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
お
客
様
に
は
、
イ
ン
タ
ー

至
近
の「
海
の
近
さ
」に
驚
き
の
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の
魅
力
を
活

か
す
に
は
、
国
道
２
４
５
号
線
の

工
事
停
滞
な
ど
イ
ン
フ
ラ
課
題
の

解
消
が
急
務
で
す
。
行
政
と
連
携

し
、
外
か
ら
の
活
力
を
呼
び
込
む

「
玄
関
口
」の
機
能
を
強
化
す
べ
き

で
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　十
王
地
区
に
お
け
る「
道
の
駅
」

の
設
置
な
ど
も
、
高
橋
部
会
長
の

南
の
玄
関
口
に
対
し
て
、
北
の
玄

関
口
の
整
備
と
し
て
、
将
来
性
に

富
む
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

市
外
の
人
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る

強
力
な
拠
点
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
力
は
飛
躍

的
に
高
ま
る
は
ず
で
す
。

機
能
集
約
と
共
生
、

　
　
　持
続
可
能
な
未
来

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　日
立
市
が
直
面
し
て
い
る
将
来

の
人
口
推
計
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

現
在
十
六
万
人
を
切
り
、
二
〇
四

〇
年
に
は
約
十
二
万
五
千
人
に
減

少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
市
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
二
〇
四
〇
年
に
十
三
万
五
千

人
の
維
持
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

（
※
）
こ
の
避
け
ら
れ
な
い
変
化
を

前
提
と
し
た
際
、
日
立
市
は
ど
の

よ
う
な
形
を
目
指
す
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

赤
須
氏（
商
業
）

　人
口
に
見
合
っ
た
規
模
へ
の

「
集
約
化
」が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
分
母（
人
口
）が
減
る
な
ら

ば
、
商
業
エ
リ
ア
や
街
の
機
能
も

集
約
さ
せ
な
け
れ
ば
、
一
店
あ
た

り
の
売
上
を
維
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
、
二
十

年
後
に
は
共
倒
れ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
行
政

な
ど
が
主
導
し
て
住
居
や
店
舗
を

特
定
の
拠
点
へ「
集
約
化
」し
、
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
有
効
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　「
集
約
化
」は
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
行
政

負
担
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
将
来
的
な
人
口
規
模
へ

「
絞
り
込
む
」こ
と
で
、
市
民
全
員

が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と「
い
い

暮
ら
し
」を
享
受
で
き
る
持
続
可

能
な
街
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
お
い

て「
若
者
を
外
か
ら
呼
び
込
む
」と

い
う
、
全
国
的
な
争
奪
戦
に
終
始

す
る
考
え
方
に
は
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
こ

こ
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
シ
ニ

ア
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
、
つ
ま

り「
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
」

を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
結
果
と

し
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
最

も
緩
や
か
に
す
る
有
効
な
手
立
て

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　山
側
の
団
地
は
、
海
を
見
下
ろ

す
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
こ
こ

に
病
院
等
の
機
能
を
集
約
し
て
、

あ
え
て
高
齢
者
の
た
め
の「
終
の

棲
家
」を
つ
く
る
こ
と
で
、
市
外

の
方
も
移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
形

成
さ
れ
た
街
の
熱
量
を
高
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　最
近
で
は
、
二
十
代
か
ら
三
十

代
の
若
手
が
新
し
く
飲
食
店
を
立

ち
上
げ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
非
常

に
良
い
傾
向
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
よ
う
な
新
し
い
挑
戦
を
、

バ
ラ
バ
ラ
の
場
所
で
孤
立
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
集
約
さ
れ
た
拠
点

で
支
援
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
構

造
を
作
る
こ
と
で
、
日
立
市
は
再

び
商
売
の
成
り
立
つ
、
活
力
あ
る

街
へ
と
再
生
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　こ
の「
集
約
」と
い
う
考
え
方
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
で
も
応
用
で
き

そ
う
で
す
ね
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　そ
う
で
す
ね
。
無
理
に
毎
年
開

催
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
拠

点
を
絞
っ
て
持
ち
回
り
に
す
る
こ

と
で
、
一
回
あ
た
り
の
質
や
規
模

を
維
持
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　観
光
環
衛
業
部
会
が
実
施
し
て

い
る「
ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
」な
ど
も
、

ま
さ
に
そ
の
考
え
方
で
す
よ
ね
。

松
山
氏（
観
光
）

　は
い
。
昨
年
11
月
に
実
施
し
た

ド
リ
ン
ク
ラ
リ
ー
は
日
立
地
区
で

の
開
催
で
し
た
が
、
本
来
は
多
賀

地
区
、
大
み
か
地
区
の
市
内
3
か

所
で
、
持
ち
回
り
開
催
す
る
形
が

ベ
ー
ス
と
な
り
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。
た
だ
、
実
際
に
は
店
主
の

高
齢
化
や
廃
業
が
進
み
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
は
店
舗
間
の
距
離
が
遠

い
な
ど
、
開
催
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
地
域
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

空
き
家
を「
負
の
遺
産
」

　か
ら「
共
生
の
拠
点
」へ

松
山
氏（
観
光
）

　先
ほ
ど
か
ら
人
口
減
少
の
課
題

も
出
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
視
点

を
変
え
れ
ば
、
日
立
市
に
は
ま
だ

活
か
さ
れ
て
い
な
い
大
き
な「
財

産
」
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
本
市
で
学
ぶ
学
生
の
存

在
で
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　茨
城
大
学
工
学
部
や
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
な
ど
、
日
立
市
に
は

多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
「
四

年
間
を
過
ご
す
だ
け
の
場
所
」に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
側
面
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。

松
山
氏（
観
光
）

　実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

彼
ら
は
学
業
の
傍
ら
、
飲
食
店
や

コ
ン
ビ
ニ
、
学
習
塾
な
ど
、
我
々

サ
ー
ビ
ス
業
界
の
最
前
線
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
非
常
に
貴
重
な
存

在
で
す
。
私
は
、
彼
ら
を
単
な
る

「
一
時
的
な
居
住
者
」と
し
て
で
は

な
く
、「
街
の
未
来
を
共
に
創
る

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
し
て
、
も
っ
と

大
切
に
遇
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　そ
の
大
切
に
遇
す
具
体
的
な
策

の
一
つ
が
、
住
環
境
の
整
備
で
す

ね
。
我
々
建
築
士
会
で
は
西
成
沢

町
に
お
い
て
、
実
験
的
に
、
空
き

家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
化
し
て
学
生

さ
ん
に
住
ん
で
い
た
だ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行
い
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　市
内
の
宿
泊
施
設
の
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
中
で
、
民
間
の
空

き
家
を
柔
軟
に
活
用
す
る
発
想
は
、

こ
れ
か
ら
の
日
立
に
不
可
欠
で
す
。

問
題
解
決
に
時
間
を
か
け
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
あ
る
資
源
を

ど
う
動
か
す
か
が
重
要
で
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　単
に
安
い
住
居
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に「
地
域
と
の
繋
が

り
」
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

学
生
時
代
に
街
の
良
さ
や
住
み
や

す
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
愛
着
を
感
じ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　ま
さ
に
そ
こ
が
肝
心
で
す
。
大

阪
で
は
、
古
い
団
地
を
活
用
し
て
、

高
齢
者
と
若
者
世
代
や
学
生
が
共

生
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生
さ

せ
た
成
功
例
が
あ
り
ま
す
。 

日
立

で
も
、
空
き
家
や
団
地
を
単
な
る

「
ハ
コ
」と
し
て
修
繕
す
る
の
で
は

な
く
、
多
世
代
が
自
然
に
交
流
し
、

見
守
り
合
え
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
共
生
社

会
」と
し
て
再
構
成
で
き
な
い
か
。

我
々
建
設
業
界
か
ら
は
、
そ
う
し

た
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た「
挑
戦
的
な
試
行
」を
許
容
す

る
土
壌
を
、
我
々
が
作
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郡
司
氏（
文
化
）

　三
澤
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
が
、
山
側
団
地
の
現
状
は
深

刻
で
す
。
か
つ
て
は
子
育
て
に
最

適
な
環
境
で
し
た
が
、
今
や
空
き

家
が
目
立
ち
、
平
日
の
バ
ス
す
ら

一
時
間
に
一
本
と
い
う
状
況
で
、

若
者
は
進
学
で
市
外
に
流
出
し
、

戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
共
生
の
拠
点

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
移
動
手

段
や「
日
立
で
学
び
続
け
ら
れ
る

環
境
」ま
で
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

山
本
氏（
女
性
会
）

　私
が
10
年
に
わ
た
り
運
営
し
て

ま
い
り
ま
し
た「
子
供
食
堂
」は
、

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
子
供
さ

ん
の
数
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
中

で
も
、
利
用
登
録
を
さ
れ
る
方
は

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
将
来
へ
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
に
必
要
な
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
不
足
な
ど
様
々

な
格
差
に
直
面
す
る
現
実
を
見
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　子
育
て
し
や
す
い
街
を
標
榜
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
公
園
に
駐

車
場
を
整
備
し
、
お
母
様
方
が
安

心
し
て
子
供
を
連
れ
出
せ
る
よ
う

な
、「
細
や
か
な
配
慮
の
積
み
重

ね
」も
不
可
欠
で
す
。

河
西
氏（
交
通
） 

　地
形
的
に
山
側
に
住
ま
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
日
立
だ
か
ら
こ
そ
、

生
活
環
境
の
整
備
は
急
務
で
す
。

た
だ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
謳

う
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
不
便
さ

を
訴
え
る
高
齢
者
が
電
動
キ
ッ
ク

ボ
ー
ド
を
使
え
る
の
か
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
実
際
に
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
の
か
と
い
っ
た
、
生
活

の
質（
Q
O
L
）に
直
結
す
る
視
点

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

加
え
て
、
日

立
で「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
」も
取
り
戻
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
産
施
設

が
極
め
て
少
な
い
現
状
は
、
市
民

の
愛
着
を
削
ぐ
大
き
な
要
因
で
す
。

三
輪
氏（
金
融
）

　日
立
市
は
、
年
度
末
の
保
育
園

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た

が
、
期
中
で
の
入
所
は
、
ま
だ
不

足
し
て
い
て
、
当
社
の
社
員
も
結

果
と
し
て
育
児
休
暇
を
延
長
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
子
育
て

環
境
の
整
備
不
足
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
影
響
し
、
結
果
若
者
が
市
外

へ
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
金
融
・
財
務
の
側
面
か

ら
地
域
経
済
の
土
壌
を
耕
し
、
企

業
の
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
機
能
す
れ
ば
、

高
齢
者
の
見
守
り
や
孤
独
死
と
い

っ
た
社
会
不
安
も
解
消
に
向
か
い

ま
す
ね
。
学
生
の
活
力
が
街
に
溶

け
込
み
、
高
齢
者
の
知
恵
と
交
差

す
る
。
そ
う
し
た「
共
生
」の
風
景

こ
そ
、
我
々
が
描
く
べ
き
コ
ン
パ

ク
ト
で
温
か
み

の
あ
る
日
立
市

の
未
来
像
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

商
工
会
議
所
の
役
割
と
は

小
野
﨑
氏（
司
会
）

　さ
て
、
こ
こ
ま
で
日
立
市
の
直

面
す
る
課
題
と
未
来
像
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本

座
談
会
の
締
め
括
り
と
し
て
、

我
々
商
工
会
議
所
が
今
後
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
い
、
新
体
制
の
下

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
か
。
各
部
会

長
の
皆
様
に
、
そ
の
決
意
と
展
望

を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　こ
れ
ま
で
の
商
工
会
議
所
の
部

会
活
動
は
、
ど
う
し
て
も
部
会
ご

と
の「
縦
軸
」で
の
活
動
が
中
心
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

街
の
課
題
は
複
数
の
業
種
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
、

異
な
る
業
種
が
一
同
に
介
し
、
日

立
市
を
ど
う
す
る
か
を「
横
軸
」で

議
論
し
、
事
務
局
の
方
々
に
も
、

も
っ
と
議
論
の
核
心
に
入
り
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
交
通
運
輸
業

部
会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
に
は
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
澤
氏（
建
設
）

　建
設
業
部
会
で
は
、
今
後
、
実

施
す
る
事
業
ご
と
に
活
動
主
体
と

な
る
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
建
設

業
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
な
業
種

が
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
D
X
に

部
会
と
し
て
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
も
な
か
な
か
難
し
い
。
W
G
に

よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
声
を
拾
い

上
げ
、
打
開
策
を
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋
氏（
工
業
）

　商
工
会
議
所
の
重
要
な
役
割
は
、

渋
滞
解
消
や
宿
泊
施
設
不
足
と
い

っ
た
切
実
な
現
場
の
声
を
整
理
し
、

行
政
へ
提
言
す
る
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
予
算
や
計
画
に
ど

う
反
映
さ
れ
た
か
を
責
任
持
っ
て

「
検
証
」し
続
け
る
仕
組
み
が
不
可

欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　わ
た
し
は
昨
年
ま
で
、
１
号
議

員
と
し
て
商
工
会
議
所
の
活
動
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
商

工
会
議
所
そ
の
も
の
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
今
年
一
年
は
ま
ず

勉
強
し
、
来
年
以
降
、
取
り
掛
か

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
部
会
の
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
そ
う
い
う
場
を
持
ち
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
須
氏（
商
業
）

　私
の
所
属
す
る「
商
業
部
会
」と

松
山
部
会
長
の「
観
光
環
衛
業
部

会
」は
、
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、

部
会
の
枠
を
越
え「
さ
く
ら
ま
つ

り
」
や
「
産
業
祭
」
に
続
く
、
日
立

の
新
た
な
柱
と
な
る
よ
う
な
３
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で
創
り
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
S
N
S
で
の
発
信
が
飲

食
業
で
も
小
売
業
で
も
有
効
な
宣

伝
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

宣
伝
効
果
や
、
ど
う
い
う
発
信
の

仕
方
が
1
番
人
の
心
に
響
く
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
を
勉
強
し
て
、

市
内
全
体
へ
広
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

松
山
氏（
観
光
）

　観
光
環
衛
業
部
会
は
、
賑
わ
い

づ
く
り
と
、
地
産
地
消
、
観
光
の

３
テ
ー
マ
で
活
動
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
地
産
地
消
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
た

と
え
ば「
日
立
市
の
お
魚
の
日
」、

地
元
で
と
れ
た
お
魚
を
み
ん
な
に

食
べ
て
も
ら
う
よ
う
な
日
を
設
定

し
て
、
ま
ず
地
元
の
方
に
食
べ
て

い
た
だ
き
、
学
校
給
食
で
も
提
供

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。「
食
育
」

は
と
て
も
大
切
で
、
次
世
代
を
担

う
子
供
さ
ん
た
ち
の
記
憶
に
も
深

く
残
る
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
商
工
会
議
所
が
提
供
す

る
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
、

も
っ
と
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
個

人
事
業
主
に
と
っ
て
月
々
千
円
の

会
費
で
、
融
資
の
支
援
や
確
定
申

告
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
は
、
絶
大
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
事
実

を
知
ら
ず
に「
商
工
会
議
所
っ
て

何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」と
疑

問
を
持
つ
同
業
者
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
書
面
だ
け
で

な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽

に
視
聴
で
き
る
一
、
二
分
の
短
い

動
画
な
ど
を
活
用
し
、
視
覚
的
に

メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い
く
べ
き
で

す
。
周
知
の
方
法
を
現
代
化
し
、

広
報
活
動
に
も
協
力
し
て
い
く
考

え
で
す
。

小野﨑氏

山本氏

三輪氏

松山氏

高橋氏

三澤氏

河西氏

清水氏

郡
司
氏（
文
化
）

　会
員
の
皆
様
が「
こ
の
会
に
入

っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
心
か

ら
実
感
で
き
る
実
利
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
、

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
課
題
解

決
は
重
要
で
す
。
山
側
団
地
で
バ

ス
を
待
つ
高
齢
者
の
切
実
な
姿
や
、

若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
す
る
中
で
、
我
々
が

「
生
活
の
質
」を
高
め
る
た
め
の
土

壌
を
ど
う
整
え
る
か
。
会
員
同
士

が「
自
分
の
身
に
な
る
」と
感
じ
ら

れ
る
交
流
を
通
じ
、
熱
意
を
持
っ

て
活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

河
西
氏（
交
通
）

　郡
司
部
会
長
が
提
起
さ
れ
た
よ

う
な『
生
活
の
質
の
向
上
』や『
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
』は
、
巡
り
巡
っ

て
地
域
全
体
の
購
買
力
を
支
え
、

経
済
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
に
他
な

り
ま
せ
ん
。
我
々
が
商
工
会
議
所

に
籍
を
置
く
最
大
の
動
機
は
、
究

極
的
に
は『
商
売
が
儲
か
る
こ
と
』

に
あ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

単
な
る
親
睦
に
留
ま
ら
ず
、
部
会

間
の
横
の
連
携
を
深
め
て
具
体
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
や
支
援
に
繋

げ
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、
会
員

が
最
も
熱
望
す
る『
目
に
見
え
る

実
利
』に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

三
輪
氏（
金
融
）

　銀
行
と
し
て
地
域
企
業
の
相
談

を
受
け
る
中
で
痛
感
し
て
い
る
の

は
、
日
立
市
に
は
新
た
に
工
場
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
な
平
地
が
、
も

は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
切
実
な
課
題
で
す
。

　日
立
市
は
南
北
に
細
長
く
、
少

な
い
平
地
に
は
す
で
に
工
場
が
建

っ
て
い
る
た
め
、
か
つ
て
の
人
々

は
山
側
に
住
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
、
市
内
の
工
場
は

縮
小
傾
向
に
あ
り
、
以
前
の
よ
う

に
工
場
や
協
力
会
社
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
人
口
を
押
し
上
げ
て
い
た

勢
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
既
存
の
工
場
が
撤

退
し
た
後
の
土
地
が
十
分
に
活
用

さ
れ
な
い
ま
ま
残
っ
て
い
る
現
状

が
あ
り
、
こ
れ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
非
常
に「
も
っ
た
い
な
い
」こ

と
で
す
。

　デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み「
ど
こ
で

も
働
け
る
時
代
」
だ
か
ら
こ
そ
、

街
の
魅
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も「
工
業

こ
そ
が
街
の
核
」で
あ
る
と
い
う

原
点
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
製
造
業
の
集
積
は
日
立
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
こ
の
核

と
な
る
産
業
が
再
び
成
長
し
、
活

力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
限
ら
れ

た
平
地
や
跡
地
を
有
効
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
日
立
市
の

活
気
を
再
生
さ
せ
る
原
動
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　金
融
機
関
は
連
携
し
て
何
か
を

す
る
と
い
う
機
会
も
な
い
も
の
で

す
か
ら
、
商
工
会
議
所
の
金
融
財

務
業
部
会
を
通
じ
て
、
事
業
者
の

皆
様
の
挑
戦
を
支
え
る
伴
走
者
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

清
水
氏（
青
年
部
）

　現
在
青
年
部
の
会
員
は
77
名
で
、

親
会
で
あ
る
会
議
所
の
会
員
数
は

約
3
0
0
0
社
。
全
国
的
に
は
、

親
会
の
１
％
が
青
年
部
と
言
わ
れ

て
は
お
り
ま
す
が
、
事
業
を
行
う

上
で
、
1
0
0
名
を
超
え
れ
ば
、

も
っ
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
ご
親
族

の
方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
親
会
の
意
向

に
合
わ
せ
た
活
動
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
が
青
年
部
の
想

い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
８
年
は
、
青
年
部

の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
日
立
市

で
開
催
致
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
圏

内
88
青
年
部
の
持
ち
回
り
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
日
立
で
開
催
さ
れ

る
88
年
に
1
回
の
機
会
で
す
。
場

所
は
、
池
の
川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
2
0
0
0
〜

2
5
0
0
名
を
招
致
す
る
規
模
で

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
立
の
価
値

を
内
外
に
強
く
印
象
付
け
、
次
世

代
が「
こ
の
街
で
商
売
を
し
た
い
」

と
思
え
る
活
気
を
取
り
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本（
女
性
会
）

　女
性
会
は
来
年
、
設
立
50
周
年

と
い
う
輝
か
し
い
節
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
歴
史
を
次
世
代
へ
と
繋

ぐ
た
め
、
現
在
、
会
員
増
強
に
全

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
様
の
ご
夫
人
や
お

嬢
様
、
そ
し
て
志
高
き
女
性
経
営

者
の
皆
様
が
集
い
、
和
や
か
に
活

動
す
る
場
を
創
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

家
族
の
方
々
に
ぜ
ひ
興
味
を
お
持

ち
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
し
な
や

か
な
視
点
と
情
熱
を
も
っ
て
、
本

年
も
地
域
貢
献
活
動
を
企
画
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
﨑（
司
会
）

　会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
部
会

の
垣
根
を
超
え
た「
横
の
連
携
」を

目
指
し
、
会
員
の
誰
も
が「
こ
の

街
で
商
売
を
し
て
良
か
っ
た
」と

思
え
る
日
立
市
の
未
来
を
心
待
ち

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日立市の未来像と商工会議所の役割

赤須氏

郡司氏
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